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12 月末現在 （前月比）
人　口 242,248 人（ 54 減 ）
うち男 116,387 人（ 20 減 ）
うち女 125,861 人（ 34 減 ）
世帯数 103,404 世帯（ 3 増 ）
出　生 122 人（ 28 減 ）
死　亡 209 人 （ 38 減 ）
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平成 23 年 3 月号

1月 26日から30日の日程で開催された「結集！はちのへ国体」で、
23 年ぶりとなる優勝を果たし、地元開催に花を添えたアイスホッ
ケー青森県成年チームの選手たち。

23年ぶりの優勝!!
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第 66 回国民体育大会冬季大会スケート競技会・アイスホッケー競技会

結集！はちのへ国体
スピードスケート
成年男子
　松尾和明	 500m	 7 位入賞
　池田晋一朗	 500m	 準決勝 1組	8 位
	 1000m	 準決勝 1組	8 位
　松尾駿	 1500m	 準決勝	1組	6 位
	 5000m	 決勝 9位
　吉本崇哉	 5000m	 予選 3組	5 位
　大田中仁志	 1500m	 準決勝 2組	8 位
　木村佳憲	 1000m	 準決勝 2組	8 位
　2000mリレー　5位入賞
　　木村佳憲 -村山幸貴 -池田晋一朗 -松尾和明
成年女子
　松尾佳枝	 500m	 5 位入賞
	 1000m	 8 位入賞
　大久保あゆみ	 500m	 6 位入賞
	 1000m	 7 位入賞
少年男子
　佐々木晃平	 1000m	 予選 2組	3 位
	 1500m	 6 位入賞
　工藤文耶	 5000m	 決勝 11位
	 10000m	 決勝 9位
　伊藤暢祥	 500m	 5 位入賞
	 1000m	 6 位入賞
　西澤昂平	 500m	 予選 3組	6 位
　金濵竜聖	 1500m	 7 位入賞
	 5000m	 決勝 12位
　西澤奎佑	 10000m	 決勝 11位
　2000mリレー　3位入賞
　　伊藤暢祥 -工藤文耶 -漆澤亮 -佐々木晃平
少年女子
　浅坂晋子	 500m	 7 位入賞
	 1000m	 8 位入賞
　米内口成美	 500m	 8 位入賞
	 1000m	 7 位入賞
　森加菜美	 1500m	 4 位入賞
	 3000m	 5 位入賞
　大坪里希	 1500m	 5 位入賞
	 3000m	 6 位入賞
　2000mリレー　5位入賞
　　米内口成美 -大坪里希 -浅坂晋子 -森加菜美
ショートトラック
成年男子
　中原康仁	 500m	 8 位入賞
	 1000m	 5 位入賞
少年女子
　工藤真紀	 500m	 6 位入賞
	 1000ｍ	 決勝進出
　赤坂遼	 500m	 8 位入賞
	 1000m	 7 位入賞
フィギュアスケート
成年女子
　大坂華世	 24 位	 （SP	22 位　FS	24 位）
　坂本ゆき乃	 30 位	 （SP	30 位）
少年女子
　谷川奈穂美	 20 位	 （SP	19 位　FS	21 位）
　谷川詩織	 15 位	 （SP	22 位　FS	14 位）
アイスホッケー
少年　5位入賞
　1回戦	 青森県	6	○	−	×	2	栃木県
　準々決勝	 青森県	3	×	−	○	7	埼玉県
　順位戦	 青森県	15	○	−	×	0	岡山県
　5位決定戦	 青森県	7	○	−	×	0	茨城県
成年　優勝
　2回戦	 青森県	9	○	−	×	4	群馬県
　準々決勝	 青森県	6	○	−	×	3	栃木県
　準決勝	 青森県	3	○	−	×	2	北海道
　決勝	 青森県	4	○	−	×	1	香川県

青森県選手の全結果（敬称略・順不同）優勝を決めた青森県成年アイスホッケーチーム

まちの駅、はっちでは国体に関する展示がされました

各県選手団が一堂に会した開始式
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結集！はちのへ国体

5 位入賞の青森県少年アイスホッケーチーム

3 位に入賞した少年男子 
2000m リレーのメンバー

2 大会ぶりに開催した友情の広場のようす

オリンピック出場選手の圧巻の演技
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海と大地が響きあう北の中核都市
を目指して！

前号に引き続き、市の重点施策となっている戦略プロジェクトについて紹介します。今回は、2 つ目
の「まちの魅力創造」と、3 つ目の「地域の安心確立」に関するプロジェクト群です。

第５次八戸市総合計画「後期推進計画」の紹介③

施策①　通りのにぎわい再生
　中心市街地の玄関口である本八戸駅通り地区の整備や、
商業街区の歩行空間の整備など、魅力あるまちなみの形成
を促進します。

施策②　居住・交流の促進によるコミュニティの再生
　中心市街地のにぎわいの拠点として、八戸ポータルミュー
ジアム（愛称：はっち）を運営するとともに、借上市営住
宅の整備やまちなか住宅取得支援事業などにより、まちな
か居住を促進します。

施策③　経済活動の活性化
　店舗・オフィス・文化施設などのテナントの誘致、にぎ
わいを創出する各種イベントの開催を促進するほか、商店
街の環境整備や空き店舗の有効活用など商店街の魅力づく
りを進め、個々の店舗の集客力を向上させます。

2 －1．中心市街地再生プロジェクト
2 － 2．文化・スポーツプロジェクト
2 － 3．環境創造プロジェクト

3 －1．次世代育成プロジェクト
3 － 2．高齢者・障がい者自立プロジェクト
3 － 3．暮らしの安心プロジェクト

八戸都市圏の顔にふさわしい中心市街地の活性化を図るため、次の施策に取り組みます。

「2 － 1．中心市街地再生プロジェクト」では何をするの？

みんなが自分たちのまちに愛着と誇りを持てるように、八戸の魅力を生み出す 3 つの
プロジェクトに取り組みます。また、みんなが安心して暮らせるように、地域の安

心確立のための 3 つのプロジェクトに取り組みます。

まちの魅力や地域の安心ってどうやって生み出すの？

戦略プロジェクト
１．地域活力の創出
２．まちの魅力創造
３．地域の安心確立
４．自治力の向上

問 政策推進課 で 43・9233 ふ 47・1485  　 e  seisaku@city.hachinohe.aomori.jp
ホ 市トップページ → まちづくり → 計画・プラン → 総合 → 第５次八戸市総合計画後期推進計画
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施策①　歴史的文化資源の保全・活用
　是川縄文館の運営や「民俗芸能の夕べ」の開催などにより、
貴重な歴史遺産の保存・活用や伝統文化の継承を促進する
とともに、伝統文化に親しむ場を提供します。

施策②　新たな文化の創造 NEW !
　市民が多様で特色ある文化活動を行う機会や場を創出し
ます。また、地域活性化の一つの手法として、市民力の源
となり得る「アート」に着目し、新たなまちづくりを推進
します。

施策③　スポーツ活動の振興
　八戸市を活動拠点とするスポーツチームの応援イベントなどを開催し、地域スポーツの振
興を図るととともに、氷都の象徴となる県立屋内スケート場の建設を促進します。

生活にうるおいをもたらす芸術・文化やスポーツの振興を図るため、次の施策に取り組みます。

「2 － 2．文化・スポーツプロジェクト」では何をするの？

施策①　市民一人ひとりの環境に配慮した活動の促進
　清掃活動や緑化活動などを促進するとともに、イベント
などの開催による環境意識の啓発活動を推進します。また、
家庭などでの二酸化炭素排出量の削減を図るため、省エネ
ルギーの推進や再生エネルギーへの転換を促進します。

施策②　環境配慮型経営の普及促進と環境・リサイクル関連産業の育成
　事業系ごみの減量を促進するとともに、環境負荷の低減のための企業のエネルギーシステ
ムの転換を支援します。また、公共施設への太陽光発電システムや LED※照明の導入などを
推進します。
※ LED：発光ダイオード（Light	Emitting	Diode）の略称

施策③　持続可能な公共交通の確立 NEW !
　マイカーなどを利用しないエコ通勤の普及や路線バスの利便性の向上、鉄道線などとの連
携強化など、公共交通の利用を促進する総合的な施策を展開します。

次代に引き継ぐ環境にやさしい社会の創造を推進するた
め、次の施策に取り組みます。

「2 － 3．環境創造プロジェクト」では何をするの？

施策①　子育て支援の充実
　地域や関係機関と一体となって、子育てに対する相談や支
えあいを充実させるとともに、病児・病後児保育の実施や放
課後仲良しクラブの運営など、市民ニーズに対応した保育
サービスの充実を図ります。

施策②　教育環境の充実 NEW !
　小・中学校の運営に対する保護者や地域住民の積極的参画
をめざす地域密着型教育を推進するとともに、奨学金制度による就学・進学の支援、学校施
設の耐震化、子どもたちの幅広い視野を育む国際交流や職場体験学習などを進めます。

次代を担う子どもたちが健やかに育つ環境を整備するため、次の施策に取り組みます。

「3 － 1．次世代育成プロジェクト」では何をするの？
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次号は、「自治力の向上のためのプロジェクト群」を紹介します。

施策①　高齢者の健康保持支援の充実
　介護予防教室や認知症サポーターの養成講座などを開催す
ることにより、介護予防の促進や介護予防を担う人材の育成
を進めるとともに、認知症対策などを推進します。

施策②　障がい者の就労支援の充実
　障がい者支援団体などと連携し、障がい者の実習先や雇用先
の開拓を推進するとともに、職場における就労を支援する就労
サポーターの養成などを促進します。

施策③　社会参加・地域貢献の促進
　体験型講習会の開催などにより地域のバリアフリー化を促進するとともに、ボランティア
ポイント制度の導入などにより高齢者の社会参加や地域貢献を促進します。

施策①　健康づくりの推進
　地域の人材を活用した健康づくり活動を促進するとともに、医療・健康対策を総合的に担
う総合保健センターの整備、各種ワクチン接種費用に対する助成などを進めます。

施策②　暮らしの相談体制の充実 NEW !
　保健・医療・福祉・介護・教育・消費生活などの連携による総合的な対策を推進するとともに、
家庭の相談やこころの相談、生活再建支援など、市民の暮らしを包括的に支援します。

施策③　暮らしの安全づくり
　地域における組織づくりやリーダーの育成、安全・安心に関するマップづくり、情報発信、
大規模災害に備えた防災訓練の実施など、市民と行政が一
体となって暮らしの安全づくりを進めます。

施策④　救急医療体制の強化 NEW !
　ドクターヘリとドクターカーによる市民病院の救急医療
体制の充実を図るとともに、AED※の普及促進など住民へ
の応急措置に関する知識の普及を図ります。
※ AED：自動体外式除細動器（Automated	External	Defibrillator）
　の略称

市民誰もが健康で安心な暮らしを送ることができる体制づくりのため、次の施策に
取り組みます。

「3 － 3．暮らしの安心プロジェクト」では何をするの？

高齢者・障がい者の社会参加の促進と介護予防の充実を図るため、次の施策に取り
組みます。

「3 － 2．高齢者・障がい者自立プロジェクト」では何をするの？

後期推進計画では、前期推進計画から引き続き取り組んできた戦略プロジェクトの中
に、「新たな文化の創造」、「持続可能な公共交通の確立」、「教育環境の充実」、「暮らしの
相談体制の充実」、「救急医療体制の強化」の新たな施策を追加しています。

第５次八戸市総合計画「後期推進計画」の紹介③
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八戸市職員の給与
定員管理の状況

職員数（A）
給　与　費 1 人あたり給与費

（B）/（A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

1,226 人 4,647,242 千円 744,690 千円 1,715,581 千円 7,107,513 千円 5,797 千円

❷職員給与費 (21 年度普通会計決算）

※職員手当には、退職手当は含みません。

区　　分
八   戸   市 国

初 任 給 採用 2 年経過給料額 初 任 給 採用 2 年経過給料額

一般行政職
大学卒 172,200	円 184,200	円 172,200	円 184,200	円

高校卒 140,100	円 148,500	円 140,100	円 148,500	円

技能労務職 高校卒 137,200	円 145,500	円 − −

❹職員の初任給 (22 年 4 月 1 日現在）

住民基本台帳人口
（22 年 3月31日） 歳 出 額（A） 実 質 収 支 人 件 費（B） 人 件 費 率

（B）/（A）
20 年度の人件費率

（参考）

241,928 人 93,812,166 千円 2,212,752 千円 11,080,670 千円 11.8% 13.2%

❶人件費 (21 年度普通会計決算）

※人件費には、特別職の給料、報酬などや退職手当、共済費（保険料）を含みます。

■給与などの状況

市の人事行政の運営における公正性と透明性を高めるため、「八戸市
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の任免、
職員数、給与、勤務時間、服務等の状況を公表しています。

先月号に引き続き、今号では、職員の給与および職員数（定員管理）
の状況についてお知らせします。
問 人事課 で内線 136、721
ホ 市トップページ→八戸市について→

職員採用・人事→給与・定員管理

区　分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

八 戸 市 313,100 円 369,344 円 40.4 歳 367,900 円 394,165 円 52.8 歳

国 325,579 円 395,666 円 41.9 歳 284,514 円 322,291 円 49.3 歳

青 森 県 348,000 円 421,011 円 44.0 歳 313,800 円 350,188 円 46.8 歳

弘 前 市 327,869 円 369,924 円 42.9 歳 344,575 円 384,583 円 49.6 歳

❸職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢 (22 年 4 月 1 日現在）

※「平均給料月額」とは基本給の平均で、「給与月額」は給料月額に毎月支払われる手当の額を合計したものです。
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区　　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 269,431	円 311,212	円 373,418	円

高校卒 225,600	円 270,114	円 311,200	円

技能労務職 高校卒 244,500	円 297,250	円 −

❺職員の経験年数別・学歴別平均給料月額 (22 年 4 月 1 日現在）

※技能労務職の経験年数 20 年は該当者がありません。

区　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級
計

標準的な職務内容 主　事 主　査 主　幹 副参事 課   長 次　長 部　長

職　員　数 133 人 148 人 257 人 161 人 128 人 66 人 29 人 21 人 943 人

構　成　比 14.1% 15.7% 27.2% 17.1% 13.6% 7.0% 3.1% 2.2% 100.0%

1 年前の構成比（参考） 12.9% 16.9% 27.2% 16.7% 14.3% 6.8% 3.3% 1.9% 100.0%

❻一般行政職の級別職員数 (22 年 4 月 1 日現在）

※八戸市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※職員数は、一般行政職のみの人数です。税務職相当職、福祉職相当職、医療職、技能労務職、教育職、企業
職は含みません。

区　分 八　　戸　　市 国

期末手当
勤勉手当

区　分
支給割合

区　分
支給割合

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

  ６月期
12 月期

計

1.25 月分
1.45 月分
2.70 月分

0.675 月分
0.725 月分
1.40		月分

  6 月期
12 月期

計

1.25 月分
1.50 月分
2.75 月分

0.70 月分
0.70 月分
1.40 月分

職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり 職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり

寒冷地
手当

区　分 支給額 区　分 支給額

世
帯
主

扶養親族あり 17,800 円 / 月 世
帯
主

扶養親族あり 17,800 円 / 月

扶養親族なし 10,200 円 / 月 扶養親族なし 10,200 円 / 月

そのほかの職員 	7,360 円 / 月 そのほかの職員 	7,360 円 / 月

※毎年 11 月から翌年 3 月までの支給です。 ※青森県内は全市町村 4 級地の支給額です。

退職手当

区　分
支給割合

区　分
支給割合

自 己 都 合 定　　年 自 己 都 合 定　　年

勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度額

23.50 月分
33.50 月分
47.50 月分
59.28 月分

30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分

勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度額

23.50 月分
33.50 月分
47.50 月分
59.28 月分

30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分

そのほかの
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2〜 20％加算）

そのほかの
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2 〜 20％加算）

1 人あたり
平均支給額 25,178 千円 −

❼職員手当 (21 年度支給割合など）

※退職手当の支給率は 22 年 4 月 1 日現在のものです。
　また、一人あたりの平均支給額は、21 年度に退職した全職種の職員に支給された手当額の平均額です。
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地域手当
（東京都特別区に

在勤する職員に
支給される手当）

支給率（22 年度）※ 18%

支給職員数（22 年度） 2人

支給職員 1人あたりの
平均支給年額
（21 年度決算）

755,854	円

※ 22 年度の国の支給率　18％

時間外勤務
手当（病院・
交通部除く）

年度  支給総額 職員 1 人あたりの
支給年額

21 340,009 千円 245	千円

20 356,246	千円 252	千円

（職員手当の続き）

区　　分 内　　　　　　容 国の制度との異同

扶養手当

	配偶者 13,000 円 / 月

	配偶者以外

	1 人目
	配偶者がいる場合 6,500 円 / 月

	配偶者がいない場合 11,000 円 / 月
	2 人目 6,500 円 / 月

	16 〜 22 歳の子　1 人につき 5,000 円 / 月

同じ

住居手当
	持家 	21 年 12 月 1 日付廃止 同じ

（21 年 12 月 1 日付廃止）

	借家・借間 	家賃に応じて 100 円〜 27,000 円 / 月 同じ

通勤手当
	交通機関利用（バス・電車など）	運賃相当額（最高限度額 55,000 円 / 月）

同じ
	交通用具利用（自家用車など）	 	距離に応じて 2,000 円〜 24,500 円 / 月

単身赴任手当 	職員の住居と配偶者との住居の交通距離に応じて 23,000 円〜 68,000 円 / 月 同じ

区　分 給料（報酬）月額 期 末 手 当

市　長 1,021,000	円 （支給割合）
	 6 月期 1.45 月分
12 月期 1.60 月分
				計				3.05 月分
	役職における

		加算措置あり

副市長 			823,000	円

議　長 			671,000	円

副議長 			612,000	円

議　員 			583,000	円

※期末手当の支給割合は、21 年度における割合です。

❽特別職の報酬など 	（22 年 4 月 1 日現在）

　 市 で は 次 の と お り 18 年 4 月 か ら
22 年 3 月まで人件費の抑制を実施し
ていましたが、さらに、26 年 3 月ま
で継続して実施します。

・特別職の給料を約８〜 10％減額
・一般職の管理職手当を

　約５〜７％減額

人件費の抑制状況

特殊勤務手当

区　　　　分 全会計
（病院・交通部除く） 参考（普通会計）

	職員全体に占める手当支給職員の割合（21 年度） 14.6% 13.5%

	支給職員１人あたり平均支給年額（21 年度決算） 121,248	円 / 年 46,339	円 / 年

	手当の種類（手当数）※ 22 年 4 月 1 日現在 11 種類 9種類

	代表的な
	手当の種類

支給額の多い手当 能率手当 清掃業務手当

多くの職員に支給されている手当
清掃業務手当
福祉業務手当

滞納整理等業務手当

清掃業務手当
福祉業務手当

滞納整理等業務手当



10

区 分 17 年
基準

18 年
1 年目

19 年
２年目

20 年
３年目

21 年
4 年目

22 年最終年
（増減は基準年比）

22 年目標値
（増減は基準年比）

本庁 1,502 人
実績 1,472 人 1,443 人 1,415 人 1,390 人 1,367 人 1,353 人

増減 △	30 人 △	29 人 △	28 人 △	25 人 △ 135 人 △ 149 人

市民
病院 567 人

実績 555 人 605 人 616 人 639 人 666 人 602 人

増減 △	12 人 50 人 11 人 23 人 99 人 35 人

交通部 156 人
実績 138 人 119 人 101 人 90 人 82 人 78 人

増減 △	18 人 △	19 人 △	18 人 △	11 人 △ 74 人 △  78 人

合 計 2,225 人
実績 2,165 人 2,167 人 2,132 人 2,119 人 2,115 人 2,033 人

増減 △	60 人 2 人 △	35 人 △	13 人 △ 110 人 △ 192 人
進捗状況

（目標値に対する進捗率） 31.3% 30.2% 48.4% 55.2% 57.3% －

　22 年度の職員数は、4 月 1 日現在で、本庁 1,367 人、市民病院 666 人、交通部 82 人の合計 2,115 人で、前年度と比
較して 4 人の減となりました。
　18 年 2 月に策定した定員適正化計画では、17 年度の職員数を基準に、18 年度から 22 年度までの 5 年間で職員数
を 192 人削減（17 年度比 8.6％）することとしていましたが、計画策定後に、市民病院の看護師を増員する必要が生
じたため、110 人削減（17 年度比 4.9％）となりました。
　今後とも住民サービスの低下を招かないことを基本として事務事業の見直しを進め、引き続き定員の適正化に努めます。

区　　　分 職員数（人） 対前年増
減数（人） 主 な 増 減 理 由21 年 22 年

一般行政
部　　門

議　　会 14 人 14 人 0 人 −
総　　務 286 人 292 人 6	人 国体の対応に伴う増
税　　務 96 人 92 人 △	4	人 南郷区の税務事務体制の合理化に伴う減
民　　生 145 人 141 人 △	4	人 障がい者福祉施設への派遣職員の引揚げに伴う減
衛　　生 147 人 143 人 △	4	人 清掃業務への臨時職員の活用に伴う減
労　　働 4人 5人 1	人 雇用対策業務の強化に伴う増
農林水産 57 人 55 人 △	2	人 農業技術職員の欠員に伴う減
商　　工 39 人 40 人 1	人 東京事務所の所管変更に伴う増
土　　木 196 人 190 人 △	6	人 港湾・河川・道路管理業務の合理化に伴う減
小　　計 984 人 972 人 △	12	人

特別行政部門 教　　育 242 人 233 人 △	9	人 給食調理業務への臨時職員の活用に伴う減

公営企業等
会 計 部 門

病　　院 647 人 673 人 26	人 市民病院の診療体制の強化に伴う増
水　　道 0人 0人 0	人 −
交　　通 90 人 82 人 △	8	人 経営合理化に伴う減
下 水 道 70 人 70 人 0	人 −
そ の 他 86 人 85 人 △	1	人 介護保険業務担当職員の欠員に伴う減
小　　計 893 人 910 人 17	人

合　　　計 2,119 人 2,115 人 △	4	人

❷部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4 月 1 日現在）

※職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する派遣職員などを含みます。臨時または
非常勤職員は含みません。また、表中「病院」区分の職員数は、市民病院と南郷診療所の合計人数です。

❶定員適正化計画の数値目標および実績

※本庁には、一般行政部門、特別行政部門（教育委員会）ならびに市民病院・交通以外の公営企業等会計部門（下水道、南郷
診療所、後期高齢者医療広域連合派遣など）が含まれます。

■定員管理の状況（各年 4 月 1 日現在）
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ヤ
ミ
金
融
か
ら
は
絶
対
借
り
な
い
で

依
然
と
し
て
経
済
状
況
が
厳
し
い
中
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
年
々
、
借
金
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
業
者
か
ら
借
金
し
て
い
て

こ
れ
以
上
借
り
ら
れ
な
い
、
借
金
の
返
済
の
た
め
に
新
た

な
借
金
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
お
金
に
困
っ
て

い
る
人
が
「
ヤ
ミ
金
融
」
を
利
用
し
て
被
害
に
遭
う
こ
と

も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヤ
ミ
金
融
は
、
国
や
都
道
府
県
に
登
録
し
て
い
な
い
違
法

業
者
で
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
年
15
～
20
％
の
上
限
を
超
え

る
高
利
で
の
貸
し
付
け
や
、
嫌
が
ら
せ
、
暴
力
な
ど
の
悪
質

な
取
り
立
て
を
行
う
な
ど
の
不
法
行
為
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
絶
対
に
ヤ
ミ
金
融
か
ら
借
り
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
整
理
屋　

借
金
の
一
本
化
な
ど
、
整
理
の
手
助
け
を

す
る
と
広
告
し
、「
整
理
手
付
金
」
な
ど
の
名
目
で
お

金
を
だ
ま
し
取
る
。

②
紹
介
屋　
「
低
金
利
」「
即
日
融
資
」
な
ど
の
好
条
件
で

誘
い
、「
う
ち
で
は
審
査
が
通
ら
な
い
か
ら
別
業
者
を

紹
介
す
る
」
と
言
っ
て
、
紹
介
料
を
だ
ま
し
取
る
。

③
押
し
貸
し　

契
約
も
し
て
い
な
い
の
に
、
勝
手
に
銀

行
口
座
に
金
を
振
り
込
み
、
利
息
を
含
め
た
返
済
を

請
求
し
て
く
る
。

④
買
取
り
屋　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
現
金
化
す
る
な

ど
と
言
っ
て
、
商
品
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
買
わ
せ
、
そ

れ
を
定
価
以
下
の
安
い
金
額
で
買
い
取
る
。

①
貸
金
業
者
は
国
や
都
道
府
県
へ
の
登
録
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
都
道

府
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
登
録
を
し
て
い
る
か
ど
う

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
登
録
業
者
は
店
頭
や
ち
ら
し
、
広
告
に
登
録
番
号
を

明
示
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
な
い
場
合
は
ヤ
ミ
金
融
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

　
　

登
録
番
号
の
例

　
　
　
　

青
森
県
知
事
（
９
）
第
１
２
３
４
５
号

③
少
し
で
も
怪
し
い
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
借
金
で
お
困
り
の
人
は
…

　
「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
自
分

の
責
任
な
の
に
相
談
し
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
な
ど

と
相
談
自
体
を
た
め
ら
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
、
多
重

債
務
相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
、

当
番
制
に
よ
る
弁
護
士
、
司
法
書
士
の
法
律
相
談
へ
誘

導
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
多
重
債
務
相
談
窓
口

▽
八
戸
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
庁
別
館
５
階
商
工

政
策
課
内
）
で
43
・
９
２
１
６

▽
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
八
戸
相
談
室
（
八
戸
合

同
庁
舎
1
階
）
で
27
・
３
３
８
１

▽
消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
八
戸
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
八
戸
第
1
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
４
階
）
で
20
・
８
５
８
２

◆
も
う
一
度
、
生
活
を
見
直
し
た
い
…

　

市
で
は
、
消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
と
連
携
し
、

生
活
再
建
に
向
け
た
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

各
種
事
業

▽
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

▽
お
金
と
く
ら
し
の
相
談

▽
債
務
整
理
資
金
貸
付

　
　

相
談
に
よ
り
、
債
務
整
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
に
、
生
活
再
建
に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け

ま
す
（
た
だ
し
、
事
業
性
資
金
は
除
く
）。

▽
生
活
再
建
資
金
貸
付

　
　

生
活
改
善
資
金
や
医
療
費
や
療
養
費
、
子
ど
も
の

教
育
資
金
・
車
検
費
用
な
ど
、
生
活
資
金
一
般
の
暮

ら
し
に
必
要
な
資
金
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
（
た
だ

し
、
事
業
性
資
金
は
除
く
）。

※
詳
細
は
、
消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
八
戸
相
談
セ
ン

タ
ー
へ（
八
日
町
36　

八
戸
第
１
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
４
階
）

　

で
20
・
８
５
８
２

消費生活センターだより　2011

問 

八
戸
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

で
43
・
9
2
1
6

ヤ
ミ
金
融
か
ら
は
絶
対
借
り
な
い
で

ヤ
ミ
金
融
の
手
口

ヤ
ミ
金
融
か
ど
う
か
の
見
分
け
方

開
設
日　

月
～
金
（
祝
・
年
末
年
始
除
く
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
15
分
～
午
後
５
時
15
分

相
談
方
法　

直
接
セ
ン
タ
ー
（
市
庁
別
館
５
階

商
工
政
策
課
内
）
へ
お
越
し
い
た
だ
く
か
、

で
43
・
９
２
１
６
へ

※
e
メ
ー
ル
や
F
A
X
で
の
相
談
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は

身
近
な
味
方
で
す

まずはお気軽に
ご相談ください
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八
戸
市

の
財
政

市民 1 人当たりの
バランスシート

　市民 1 人当たり 127 万円の資産があり、その
資産形成のために、これから負担する金額が 46
万円、これまでに支払い済みの金額が 81 万円で
あることを意味します。

※ 22 年 3 月 31 日現在の住民基本台帳人口
242,774 人を使用して算出

バランスシート
前年度との比較

▷資産 32 億円増の主な要因
　　有形固定資産 17 億円の増
　　基金積立金 17 億円の増
▷負債 7 億円減の主な要因
　　退職手当引当金 13 億円の減
▷純資産 39 億円増の主な要因
　　公共資産等整備一般財源等 53 億円の増

チェック！ チェック！

バランス
シート

「バランスシート」とは、年度末における市の資産と、その資産がどのような財源（負債・純資産）
で賄われたかを一目で分かるように表した財務報告書です。21年度末現在、市が住民サービスを提供
するために保有している土地や建物などの財産（資産）は3,071億円で、このうち約6割にあたる1,968
億円が既に支払い済み、残る1,103 億円が将来世代の負担で返済していく債務となります。

資産 3,071 億円
　市が所有している財産の内容と金額です。行
政サービスの提供能力を示しています。

【内訳】
▷公共資産
　道路、公園、学校、庁舎など 2,711 億円
▷投資など
　基金、出資金、長期延滞債権など 296 億円
▷流動資産
　現金・預金、財政調整基金、
　市税未収金など 64 億円
　（うち歳計現金 28 億円）

計 3,071 億円 計 3,071 億円

負債 1,103 億円
　借入金（地方債）や将来の職員の退職手当な
ど、将来世代の負担で返済していく債務です。
　前年度より約 7 億円減少しました。

純資産　 1,968 億円
　公共施設や基金などの資産のうち、すでに
支払いが済んでいる正味の資産です。

資産
32 億円増

負債　　 		7 億円減

純資産　 39 億円増
資産

127 万円
負債　　46 万円

純資産　81 万円

市ではこれまで整備した資産や借入金などのストック情報、行政サービスを提供す
るために要したコスト情報などをより詳しく市民の皆さんに理解していただくため、地
方公会計制度に基づく財務諸表（バランスシート・行政コスト計算書・純資産変動計
算書・資金収支計算書）を、「総務省方式改訂モデル」を用いて作成しました。
今回は、市の普通会計※１について、財務諸表４表を公表します。

平成 21 年度末現在　普通会計
バランスシート・行政コスト計算書・純資産変動計算書・資金収支計算書

問 財政課 で内線 167 ふ 47・0722

「財務諸表４表」を公表します

※１ 普通会計
自治体間の財政比較のため用いら
れている会計区分です。
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行政コスト
計算書

純資産変動
計算書

資金収支
計算書

市の行政活動は、福祉や
教育などにおける人的サービ
スや給付サービスの提供な
ど、資産形成につながらない
行政サービスが大きな比重を
占めています。
「行政コスト計算書」は、
市が 1 年間に提供した行政
サービスに要したコスト（原
価・費用）と、その財源であ
る使用料・負担金などの収入
を明らかにしたものです。
21 年度の市の行政コストの

総額は 734 億円で、使用料・
負担金などで得た 27 億円の
収入を差し引いた 707 億円が
純コストとなります。

「純資産変動計算書」は、バランスシートの純資産（正
味資産）の変動状況を表したもので、純資産がどのよ
うな要因で増減しているのかを示したものです。
20 年度末の純資産残高 1,929 億円から 21 年度の純

経常行政コスト 707 億円とそのほか 7 億円を引き、こ
れに市税などの一般財源等 753 億円を加えたものが
21 年度末の純資産残高となります。
21 年度の市の純資産は 1,968 億円で、負債の減少

などにより39 億円増加しました。

「資金収支計算書」は、市の 1 年間の現金収入（歳入）
と支出（歳出）が、どのような要因で増減しているかを性質
別に区分して整理したものです。
八戸市の場合、経常収支の黒字分を、大きな資金が必要

となる資産整備やそのための借入金の返済に充てています。
この計算書は、4 つの財務諸表のうち唯一現金主義により
作成しています。

期首(20 年度末)純資産残高 1,929 億円

当期変動高 39 億円
【内訳】

▷純経常行政コスト △ 707 億円
▷一般財源等 753 億円
▷そのほか △ 7 億円

期末(21年度末)純資産残高 1,968 億円

純
資
産
が

増
加
し
た
よ
。

将
来
世
代
の
た
め
に

資
産
を
積
み
増
し

し
て
い
る
ん
だ
ね
。

経常行政コスト（Ａ） 734 億円
【内訳】
▷人にかかるコスト
　職員の給与・退職手当など 97 億円
▷物にかかるコスト
　物品購入、光熱水費、施設などの修繕費、減価償却費など 176 億円
▷移転支出的なコスト
　生活保護費や児童手当、各種補助金、繰出金など 441 億円
▷そのほかのコスト
　地方債の利子など 20 億円

経常収益（Ｂ） 27 億円

純経常行政コスト（Ａ）−（Ｂ）
経常行政コストから経常収益を差し引いた純粋な行政コスト 707 億円

期首 (20 年度末 ) 歳計現金残高 32 億円

当期収支 △ 4 億円
【内訳】
▷経常的収支 193 億円
▷公共資産整備収支 △  42 億円
▷投資・財務的収支 △ 155 億円

期末(21 年度末 )歳計現金残高 28 億円

　行政コスト計算書の純
経常行政コストは、純資
産変動計算書の純経常行
政コストと一致します。

メモ

　純資産変動計算書の期末
純資産残高は、バランスシー
トの純資産と一致します。

メモ

　資金収支計算書の期末
歳計現金残高は、バラン
スシートの歳計現金と一
致します。

メモ

資
金
収
支
計
算
書
を

み
る
と
、

市
の
１
年
間
の
お
金
の

動
き
が
わ
か
る
よ
。
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もっと身近に、市営バス

※販売場所によっては取り扱いしていない場合があります。
※券の利用方法など、詳しくはホームページもしくは販売窓口などに掲示しているお知らせをご覧ください。
　（各券の裏面にも利用方法を記載しています。）

問 交通部運輸管理課 で 25・5141 ふ 25・5146 ホ 市トップページ→市営バス

時刻表や路線図、停留所位置図な
どの情報を分かりやすく提供するた
め、八戸市地域公共交通会議・八戸
市交通部・南部バス株式会社・十和
田観光電鉄株式会社の４者共同で中
心街ターミナルのバス停 5 か所を改
修しました。

【改修対象】中心街ターミナル停留所
1 番	三日町　　2 番	八日町
3 番	中央通り　4 番	朔日町

　　　5 番	六日町
【表示内容】
　歩道側　時刻表、路線図、
　　　　		運賃などを表示
　車道側　停留所位置図、
　　	　方面別案内などを表示

　小学生限定で発売している
「こども探検エコパスポート」の
親子版です。夏休みなどの休み
期間中に市営バス全路線が 1 日
600 円で乗り放題となります。

発売予定日　３月中旬
対象　小学生１人と保護者１人
区間　市営バス全路線
料金　1 枚 600 円
　　　（1 枚につき 1 日限り）
利用期間
①春休み期間（3/27 ～ 4/6）
②夏休み期間（7/22 ～ 8/21）
③冬休み期間（12/24 ～ 1/13）
販売場所
市内各定期券、回数券販売所

親子 DE 探検エコパスポート
　金曜日限定の、市営バス・南
部バス共通の乗車券です。市内
全路線 1 日乗り放題（午前 10 時
以降の降車に限る）となります。
　期間限定で発売します。

発売予定日　３月１日火
区間　市営バス全路線と
　　　南部バスの市内全路線
料金　大人 600 円、小人 300 円
　　　（1 枚につき 1 日限り）
利用期間　
　3 月 4 日金～ 9 月 30 日金の
金曜日（祝含む）で、午前 10 時
以降に降車する場合に限る
販売場所　
市内各定期券、回数券販売所

（南部バスの販売所も含む）

金曜日限定共通フリー乗車券金パス10

( 歩道側 ) ( 側面 ) ( 車道側 )

八戸中心街ターミナル 2 番のりば ( 八日町 ) のデザインイメージ

発売予定日　３月中旬
対象　中学生
区間　市営バス全路線
料金　1 枚 300 円
　　　（1 枚につき 1 日限り）
利用期間
①春休み期間（3/27 ～ 4/6）
②夏休み期間（7/22 ～ 8/21）
③冬休み期間（12/24 ～ 1/13）
販売場所
市内各定期券、回数券販売所

J・ エ コ パ ス ポ ー ト
　小学生限定で発売している「こ
ども探検エコパスポート」の中
学生版です。夏休みなどの休み
期間中に市営バス全路線が 1 日
300 円で乗り放題となります。
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 多賀台団地線の系統を見直します
　多賀台団地線の「陸奥市川駅通」バス停を経由す
る系統を以下のように変更します。
①すべて「陸奥市川駅前」バス停を経由
　現在、「陸奥市川駅通」バス停を経由している全ての
系統が、「陸奥市川駅前」バス停を経由するようになり
ます。
②「陸奥市川駅前」バス停の位置変更
　現在、「陸奥市川駅前」バス停は、陸奥市川駅構内
に設置していますが、駅構外に移設します（下図参照）。
③運行経路の変更
　「陸奥市川駅前」バス停の位置変更により、運行経路
が下図のとおり変更になります。
　これにより、「陸奥市川駅前通」バス停ののりばも変
更になります。

 「ポケットフレンド」の無料配布
　	23 年度版手帳式市営バス時刻表を無料配布します。
配布開始日　3 月 22 日火
配布場所　各定期券販売所（旭ヶ丘・大杉平営業所、
八戸ポータルミュージアム「はっち」、チーノイ
ンフォメーション、はちのへ総合観光プラザ、ラ
ピアインフォメーション）、各回数券販売所、市
庁本館別館案内

 時刻表 FAX サービス
　各バス停に掲載している時刻表を FAX により無
料でお届けします。希望するバス停の名称と FAX
番号、電話番号をお知らせください。
▷旭ヶ丘営業所	で 25・5141ふ 25・5146
▷大杉平営業所	で 44・1511ふ 44・1512
受付開始日　3 月 22 日火
受付時間　月〜金（祝を除く）の午前 8時 15 分〜午後 5時
※ FAX での受け付けは、24 時間可
※時刻表は旭ヶ丘・大杉平営業所の窓口でも配布します。

 平庭線の系統を見直します
　平庭線は、一部の便のみ「金吹沢」が起終点でしたが、
全ての便で「金吹沢」を起終点とします。

※南部バスの運行経路も上図のとおり変更になります。
※十鉄バスの運行経路については、変更ありません。

インターネット・携帯電話での時刻表検索
各バス停の時刻表の検索ができます。
ダイヤ改正案内開始　3 月 22 日火

携帯電話用アドレス・QR コード
http://loca.city.hachinohe.aomori.jp/m/
パソコン用アドレス
http://www.city.hachinohe.aomori.jp/bus/

陸奥市川駅前
(多賀台団地方面)

陸奥市川駅通

至 尻引

旧
陸
奥
市
川
駅
前

旧
陸
奥
市
川
駅
通

至 桔梗野

至 多賀台

至 堤下至 堤下

至 桔梗野

陸奥市川駅前
(中心街方面)

陸
奥
市
川
駅

青
い
森
鉄
道
線

新設路線
廃止路線
現行路線

通学定期券の販売
　市内の高等学校などで通学定期券の購入予約の受
け付けと販売を行います。
　通学１年定期は、58％も割引になる定期券で、大
変お得です。また、通学定期券は通学だけでなく塾
へ通う場合も購入できます。詳しくは、交通部運輸
管理課へお問い合わせください。

【出張販売を行う学校】
八戸高校、八戸東高校、八戸北高校、八戸商業高校、
八戸工大第一高校、八戸工大第二高校

　対象　新入生
　定期券の種類　1 か月、3 か月、6 か月、1 年
※入学説明会当日に予約を受け、入学式当日に
代金と引き替えで定期券をお渡しします。

【学校事務局で販売を行う学校】
千葉学園高校、向陵高校、八戸聖ウルスラ学院
高校、専門学校アレック情報ビジネス学院

　対象　新入生、在校生
　定期券の種類　1 年
※代金の支払い方法については、各学校事務局
にお問い合わせください。
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去
る
１
月
18
日
、
市
内
の
女
性
経
営
者
３
人
と
市
長
に
よ

る
座
談
会
「
ト
ー
キ
ン
グ
カ
フ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ト
ー
キ
ン
グ
カ
フ
ェ
」
は
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
や
ア

イ
デ
ア
を
地
域
の
経
済
・
社
会
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、
今
回
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
、
女
性
経
営
者

の
立
場
か
ら
、仕
事
へ
の
取
り
組
み
や
、仕
事
と
家
事
の
両
立
、

八
戸
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

女
性
と
し
て
の
仕
事
へ
の
取
り
組
み

—
—

 

女
性
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
今
の
職
業
へ
の
影
響
は

中
山
　
特
に
女
性
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
は
感
じ
て
い
な
い
が
、

男
性
に
は
気
が
つ
か
な
い
細
か
な
部
分
で
提
案
な
ど
が
で
き

る
。
一
般
論
と
し
て
、
新
商
品
開
発
で
も
女
性
の
視
点
が
重

視
さ
れ
て
い
て
、
今
は
女
性
が
注
目
さ
れ
る
時
代
だ
と
思
う
。

高
畑
　
総
支
配
人
に
な
っ
た
時
に
、
責
任
と
見
る
目
線
が

そ
れ
ま
で
と
全
く
変
わ
っ
た
。
特
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
生
活
や

地
域
ヘ
の
貢
献
に
つ
い
て
、
責
任
感
が
強
く
な
っ
た
。
そ
れ

は
男
性
女
性
に
関
係
な
く
、
立
場
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
と

実
感
し
て
い
る
。
た
だ
、
女
性
で
得
を
し
た
こ
と
と
い
え
ば
、

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
男
性
の
会
合
で
は
、
皆
さ
ん
に
覚

え
て
も
ら
え
る
。
こ
れ
は
営
業
上
と
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
。

岡
沼
　
漁
業
は
ど
う
し
て
も
男
性
が
主
体
。
水
産
業
界
全

体
が
厳
し
い
中
、
女
性
は
裏
方
と
し
て
の
苦
労
が
あ
る
。
加

工
業
者
、
生
産
者
と
協
力
し
て
、
イ
カ
の
ま
ち
八
戸
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

失
敗
を
生
か
す

—
—
	

仕
事
を
し
て
い
る
中
で
失
敗
も
あ
る
の
で
は

中
山
　
良
か
れ
と
思
っ
て
し
た
こ
と
が
、
お
客
様
に
逆
に
受

け
取
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
言
葉
で
は
い
い
こ
と

を
言
っ
て
も
、
態
度
や
仕
草
で
そ
う
伝
わ
っ
た
と
反
省
し

た
。
常
に
細
心
の
注
意
と
、
常
に
お
客
様
の
立
場
に
立
っ
た

考
え
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

岡
沼
　
ト
ラ
ブ
ル
で
お
客
様
の
注
文
が
納
期
に
間
に
合
わ
な

く
な
り
、
お
客
様
の
出
港
を
遅
ら
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
失

敗
を
薬
に
し
て
、
そ
れ
か
ら
は
、
相
手
に
は
必
ず
期
限
を

確
認
し
た
り
、
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
り
、
失
敗
か
ら

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

高
畑
　
た
だ
失
敗
を
失
敗
と
し
て
受
け
止
め
る
と
い
う
よ

り
は
、
成
長
す
る
た
め
の
貴
重
な
経
験
、
乗
り
越
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
経
験
を
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い
る
。

中
山
　
私
も
失
敗
は
何
か
の
転
機
、
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

仕
事
と
家
事
の
両
立

—
—
	

女
性
の
場
合
、
家
事
や
育
児
な
ど
、
家
庭
で
の
役
割
も

多
い
と
思
わ
れ
る
が

中
山
　
休
ん
だ
の
は
出
産
の
時
だ
け
で
、
後
は
ず
っ
と
働

い
て
い
る
。
家
族
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
働
い
て
こ
ら
れ
た
。

家
族
の
理
解
が
な
い
と
残
業
な
ど
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
で

は
子
ど
も
も
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
。

高
畑
　
母
の
看
病
の
際
、
周
り
か
ら
応
援
も
も
ら
っ
た
が
、

仕
事
に
し
わ
寄
せ
が
い
か
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
時
間
配
分

問 

市
民
連
携
推
進
課 

で
43
・
９
２
１
７ 

ふ
47
・
１
４
８
５

ト
ー
キ
ン
グ
カ
フ
ェ

〜
女
性
経
営
者
と
市
長
と
の
意
見
交
換
会
〜

■ 岡
おかぬま

沼栄
え い こ

比子氏
　 有限会社オカヌマ 取締役
　（漁具資材販売）

■ 高
たかはた

畑紀
の り こ

子氏
　 ホテル JAL シティ八戸 総支配人
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を
考
え
、
逆
に
仕
事
の
密
度
に
神
経
を
集
中
さ
せ
、
普
段

よ
り
必
死
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
普
段
か
ら
家
事
、
育
児
、

看
病
を
こ
な
す
女
性
の
忍
耐
力
は
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い

と
思
う
。

市
長
　
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
家
族
の
協
力
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
的
・
制
度
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要
だ
と
思
う
。

岡
沼
　
働
き
始
め
た
時
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
専
業
主
婦
が

板
に
つ
い
て
い
た
の
で
、
帰
宅
後
の
ご
飯
支
度
な
ど
の
家
事

が
と
て
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
だ
っ
た
。
そ
れ
も
慣
れ
と
共
に
要

領
が
分
か
っ
て
き
た
。
や
は
り
、
家
族
の
協
力
が
前
提
に
あ

る
。地

元
の
良
さ
を
広
め
る
た
め
に

—
—

 

八
戸
の
魅
力
を
生
か
す
た
め
の
取
り
組
み
は

高
畑
　
ス
タ
ッ
フ
に
は
、「
ま
ず
八
戸
を
好
き
に
な
り
ま
し
ょ

う
」
と
言
っ
て
い
る
。
自
分
の
好
き
な
も
の
は
「
あ
そ
こ
に

こ
う
い
う
の
が
あ
る
よ
」
と
言
い
た
く
な
る
も
の
。
そ
れ
が

で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
と
、
自
ず
と
お
客
様
も
和
む
。
ス

タ
ッ
フ
に
は
そ
の
よ
う
な
人
間
力
を
身
に
つ
け
、
一
人
ひ
と

り
が
観
光
大
使
の
気
持
ち
で
い
て
ほ
し
い
し
、
そ
れ
で
八
戸

の
フ
ァ
ン
を
増
や
せ
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
る
。

中
山
　
こ
れ
か
ら
「
は
っ
ち
」
や
是
川
縄
文
館
が
完
成
し
、

八
戸
と
し
て
誇
れ
る
も
の
が
増
え
て
く
る
。
合
掌
土
偶
な
ど

国
宝
も
あ
る
。「
せ
ん
べ
い
汁
の
所
」
と
い
う
よ
う
に
八
戸

の
知
名
度
が
上
が
っ
て
き
た
と
感
じ
る
。
更
に
ま
ち
が
活
性

化
し
、
雇
用
が
発
生
す
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。

岡
沼
　
種
差
海
岸
、
蕪
島
な
ど
す
ば
ら
し
い
環
境
が
あ
る
。

こ
れ
を
生
か
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
、
イ
カ
な
ど

の
新
し
い
お
土
産
品
な
ど
生
ま
れ
て
く
れ
ば
よ
い
。

市
長
　
八
戸
は
自
然
が
豊
か
で
、
歴
史
も
あ
り
、
伝
統
芸

能
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
単
に
あ
こ
が
れ
だ
け
で
東
京
に
出
て

行
っ
た
方
々
に
は
帰
っ
て
き
て
も
ら
い
た
い
。
こ
ち
ら
の
方

が
よ
っ
ぽ
ど
い
い
ぞ
、
楽
し
い
ぞ
、
と
言
い
た
い
。
そ
の
た

め
に
も
働
く
場
を
作
ら
な
け
れ
ば
と
思
う
。

八
戸
の
ま
ち
に
期
待
す
る
こ
と

—
—

 

企
業
人
や
女
性
と
し
て
、
八
戸
の
ま
ち
・
行
政
に
期
待

す
る
こ
と
は

岡
沼
　
八
戸
市
は
か
な
り
大
き
な
ま
ち
な
の
で
、
充
実
し

た
美
術
館
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
。

中
山
　
人
口
の
規
模
に
対
し
て
文
化
的
施
設
が
少
な
い
と

思
う
。
八
戸
は
歴
史
の
あ
る
ま
ち
で
、
芸
能
も
様
々
な
も
の

が
あ
っ
て
も
、
若
い
子
ど
も
た
ち
が
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

是
川
縄
文
館
や
は
っ
ち
は
、
そ
の
た
め
の
ソ
フ
ト
面
も
充
実

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
他
の
地
域
に
比
べ
る
と
お
も
て
な
し

の
心
が
ま
だ
足
り
な
い

時
も
あ
る
の
で
、
ま
ち

ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で

も
い
い
と
思
う
。

高
畑
　
八
戸
は
、
人

と
の
つ
な
が
り
と
ぬ
く

も
り
も
財
産
だ
と
思
う
。

地
域
単
位
で
三
社
大
祭
の
山
車
作
り
や
え
ん
ぶ
り
が
あ
り
、

地
域
の
人
た
ち
が
手
を
携
え
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
れ
を
さ

ら
に
大
事
に
し
て
発
展
さ
せ
る
と
、
活
気
あ
る
ま
ち
に
な
る

と
思
う
。

市
長
　
ま
ち
全
体
の
活
性
化
を
考
え
る
と
、
地
域
組
織
と

い
う
の
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
う
。
私
が
先
頭
に
な
っ
て
町

内
会
の
活
性
化
や
地
域
を
元
気
に
す
る
取
り
組
み
を
始
め

て
い
て
、
若
者
の
参
加
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

中
山
　
大
学
が
少
な
い
こ
と
も
あ
る
せ
い
か
、
他
に
比
べ
る

と
若
い
人
の
元
気
が
な
い
よ
う
に
思
う
。
市
長
の
取
り
組
み

が
、
若
い
人
の
パ
ワ
ー
を
作
る
源
に
な
れ
ば
い
い
。
若
い
人

に
も
っ
と
活
動
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
長
　
皆
さ
ん
の
お
話
で
刺
激
を
受
け
た
。
皆
さ
ん
も
こ

れ
ま
で
同
様
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

トーキングカフェ

■ 中
なかやま

山恵
え み こ

美子氏
　 有限会社イニシオ 代表取締役
　（ビジネススクール・広告制作）

■ 小
こばやし

林眞
まこと

　 八戸市長



　
講
座
ア
イ
コ
ン

　
講
座
ア
イ
コ
ン

　園
芸
教
室「
春
に
咲
か
せ
る
バ
ラ
作
り
」

日
時　

３
月
13
日
日
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

八
戸
公
園
緑
の
相
談
所

定
員　

40
人

申
･
問 

八
戸
公
園

　

で
96
・
２
９
３
２
ふ
96
・
４
６
３
１

家
庭
菜
園
講
習
会

「
春
・
夏
の
野
菜
づ
く
り
」

日
時　

３
月
13
日
日
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

農
業
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

内
容　
「
春
・
夏
ま
き
の
野
菜
」
の
種

や
苗
の
選
び
方
、
ま
き
方
、
植
え
方
、

管
理
作
業
、
肥
料
の
与
え
方
な
ど

定
員　

80
人
（
家
庭
菜
園
初
心
者
向
け
）

申
･
問 

３
月
10
日
木
ま
で
に
農
業
交
流

研
修
セ
ン
タ
ー
へ

　

で
27
・
９
１
６
３
ふ
27
・
９
１
６
６

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
講
座

相
手
に
効
果
的
な
伝
え
方
、
発
表
の

仕
方
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
役
立
つ
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
を
実
践
を
交

え
な
が
ら
学
び
ま
す
。

日
時　

3
月
17
日
木
午
後
３
時
〜
６
時

場
所　

八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
は
っ
ち
」

内
容　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
資

料
、
内
容
の
作
り
方
、
発
表
の
仕
方
、

ア
ピ
ー
ル
の
仕
方

講
師　

幸こ
う
だ田
千ち

え

こ

栄
子
氏
（
日
本
生
産
性

本
部　

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

対
象　

お
お
む
ね
20
〜
40
代
の
女
性

定
員　

30
人
程
度

※
託
児
あ
り
（
３
月
11
日
金
ま
で
に
要

申
し
込
み
。
小
学
３
年
生
ま
で
）

申
･
問 

市
民
連
携
推
進
課

　

で
43
・
９
２
１
７
ふ
47
・
１
４
８
５

　

　　
催
し
ア
イ
コ
ン

　
催
し
ア
イ
コ
ン

　東
京
混
声
合
唱
団
八
戸
特
別
演
奏
会

八
戸
市
出
身
の
松ま

つ
い井
慶け

い
た太
氏
の
指
揮

に
よ
る
、
日
本
を
代
表
す
る
合
唱
団
の
演

奏
会
で
す
。

第
１
部
は
、
地
元
合
唱
団
と
し
て
女

声
コ
ー
ラ
ス
・
プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
（
第

33
回
全
日
本
お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
全
国

大
会
「
ひ
ま
わ
り
賞
」
受
賞
）
と
男
声

合
唱
団
八
戸
メ
ン
ネ
ル
・
コ
ー
ル
が
共

演
し
ま
す
。
第
２
部
は
、
郷
土
の
詩
人
・

大お

お

く

ぼ

久
保
景け

い
ぞ
う造
氏
作
詞
の
「
五
つ
の
ピ
エ

タ
」
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時　

２
月
27
日
日
午
後
２
時
〜

場
所　

公
会
堂

入
場
料
（
全
席
自
由
）

　

▽
一
般　

３
０
０
０
円

　

▽
学
生　

２
０
０
０
円

問 

公
会
堂

　

 

で
44
・
７
１
７
１
ふ
44
・
７
１
７
６

東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会

炎
の
マ
エ
ス
ト
ロ
こ
と
小こ

ば
や
し林
研け

ん
い
ち
ろ
う

一
郎

氏
の
指
揮
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏

を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
12
日
土
午
後
６
時
〜

場
所　

公
会
堂

市 庁 代 表
で 43・2111
ふ 45・2077
ホ  http://www.city.

hachinohe.aomori.jp 

3 月の お し ら せ

■おしらせの見方
申 申し込み
問 問い合わせ
申 ･ 問  申し込み・問い合わせ
ホ ホームページ　
ｅ e メールアドレス

■注意事項
○料金の記載のないものは、すべ

て無料です。

○ ｢ で内線 ｣ とある場合は、まず
市庁の代表番号（で 43・2111）
におかけのうえ、内線番号をお
伝えください。

○市庁の開庁時間

▽平日：午前 8 時 15 分〜
午後 5 時 15 分

※市民課の一部窓口は午後 6 時まで
※収納課窓口（収納業務、納税相

談）も午後 6 時まで（月・金のみ）

▽休日：土の午前 8 時 15 分〜正午
　市民課の一部窓口

○市庁への郵便は、郵便番号（〶
031・8686）と課名のみで届き
ます。

広告

18

広告募集
「広報はちのへ」掲載広告を募集しています。
地域密着の広告媒体として、ご活用ください。
掲載料	 H50×	W170mm	‥	150,000 円
 H50×	W	80mm	‥	 80,000 円
 H50×	W	50mm	‥	 55,000 円
申し込み方法や締切日などは、ホームペー
ジに掲載しています。
申 ･ 問  広報統計課
　で 43・9182 ふ 47・1485
ホ 市トップページ→事業者向け→有料広

告事業→「広報はちのへ」への広告掲載
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ピ
ア
ノ　

小こ
や
ま山
実み

ち

え

稚
恵
氏

演
奏
曲
▽
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲　

歌
劇

「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
序
曲
▽
シ
ョ

パ
ン
作
曲　

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番

ホ
短
調
作
品
11
▽
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

交
響
曲
第
１
番
ハ
短
調
作
品
68

入
場
料
（
全
席
指
定
）

　

▽
一
般　

６
０
０
０
円

　

▽
学
生　

４
０
０
０
円

　

※
当
日
５
０
０
円
増

問 

公
会
堂

　

 

で
44
・
７
１
７
１
ふ
44
・
７
１
７
６

ス
ウ
ィ
ン
グ
ベ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
創
立
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

～
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
と
共
に
～

南
郷
文
化
ホ
ー
ル
を
拠
点
に
活
動
す

る
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
創
立
１
周
年
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
市
内
の
学
校
の
吹
奏
楽

部
と
共
演
し
ま
す
。

日
時　

３
月
20
日
日
午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

南
郷
文
化
ホ
ー
ル

出
演
校　

西
園
小
学
校
吹
奏
楽
部
、
八
戸

工
業
高
校
吹
奏
楽
部
、
八
戸
西
高
校
吹

奏
楽
部
、
光
星
学
院
高
校
吹
奏
楽
部

入
場
料
（
全
席
自
由
）

　

▽
一
般　

１
０
０
０
円

　

▽
高
校
生
以
下　

無
料
（
要
整
理
券
）

問 

南
郷
文
化
ホ
ー
ル

　

 

で
60
・
８
０
８
０
ふ
60
・
８
０
８
１

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
・
マ
ル
デ
ィ
・

グ
ラ
祭
り
を
楽
し
も
う
～
ち
ょ
っ
ぴ

り
辛
い
ガ
ン
ボ
・
シ
チ
ュ
ー
～

日
時　

３
月
12
日
土

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　

福
祉
公
民
館
（
類
家
）

内
容　

ア
メ
リ
カ
南
部
の
料
理
（
ガ
ン

ボ
）
作
り
と
文
化
（
マ
ル
デ
ィ
・
グ

ラ
祭
り
）
に
つ
い
て
学
ぶ

講
師　

ナ
タ
リ
ー
・
ク
ル
ッ
ケ
ン
バ
ー
グ

国
際
交
流
員

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

▽
協
会
員　

８
０
０
円

　
　
　
　

▽
一
般　

１
０
０
０
円

持
ち
物　

カ
レ
ー
ス
プ
ー
ン
、
フ
ォ
ー

ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
･
問 

２
月
21
日
月
〜
３
月
４
日
金
に

八
戸
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
市
民

連
携
推
進
課
内
）
へ

　

で
43
・
９
２
５
７
ふ
47
・
１
４
８
５

ひ
と
り
親
家
庭
の

小
学
校
入
学
を
祝
う
会

日
時　

３
月
６
日
日

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

場
所　

総
合
福
祉
会
館
（
根
城
）

内
容　

母
子
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の
講

話
、
会
食
、
ゲ
ー
ム

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
で
、
今
年
４
月

に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
と
そ
の

親
（
記
念
品
あ
り
）

申 

３
月
１
日
火
ま
で
に
八
戸
市
母
子

寡
婦
福
祉
会
へ
で
ふ
27
・
３
８
７
６

（
前
田
）、で
ふ
44
・
６
３
２
４
（
中
村
）

問 

子
ど
も
家
庭
課

　

で
43
・
９
３
４
２
ふ
43
・
２
４
４
２

「
八
戸
い
か
・
さ
ば
」
イ
ン 

チ
ャ
イ
ナ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

日
時　

３
月
３
日
木

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

内
容　

中
国
市
場
販
路
拡
大
に
向
け
た

輸
出
戦
略
、
中
国
内
陸
部
向
け
輸
送

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

問 

㈱
八
戸
港
貿
易
セ
ン
タ
ー

　

で
72
・
１
５
０
５
ふ
72
・
１
５
０
３

八
戸
み
な
と
朝
市
ま
つ
り

「
東
北
新
幹
線
新
青
森
開
業
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
最
終
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
館

鼻
岸
壁
の
日
曜
朝
市
を
土
曜
日
に
も
開

催
し
ま
す
。

ま
た
、
開
催
時
間
を
午
後
２
時
ま
で

延
長
し
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
朝
市

を
満
喫
で
き
ま
す
。

日
程　

３
月
26
日
土
、
27
日
日

時
間　

夜
明
け
〜
午
後
２
時

場
所　

館
鼻
漁
港

（
陸
奥
湊
駅
よ
り
徒
歩
15
分
）

内
容

①
朝
市
（
約
４
０
０
店
以
上
が
出
店
）

②
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
八
戸
え
ん
ぶ

り
、
手
踊
り
や
民
謡
な
ど
の
南
部
芸

能
、
法
霊
神
楽
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
披
露
）

問 

観
光
課

　

 

で
43
・
９
２
５
２
ふ
46
・
５
６
０
０

　

写
真

　

写
真

　

写
真

　

写
真

　

休日納税相談
日時　3 月 6 日日、27 日日
　　　午前 9 時〜午後 4 時
場所　収納課

夜間納税相談
日時　3 月 22 日火午後 5 時 15 分〜 7 時 30 分
※毎週月と金は午後 6 時まで（祝を除く）
場所　収納課

問 収納課  で 43・9173、43・9174、43・9175 ふ 47・0753

広告
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暮
ら
し
ア
イ
コ
ン

　
暮
ら
し

　リ
バ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
田
向

宅
地
分
譲
中

区
画
数　

１
０
１
区
画
（
先
着
順
）

※
区
画
の
分
割
も
可

面
積　

１
９
１
㎡
（
約
57
坪
）
〜

価
格　

約
12
万
７
０
０
０
円
／
坪
〜

※
保
留
地
購
入
者
を
紹
介
し
た
人
へ
の

報
奨
金
制
度
（
最
大
10
万
円
）
あ
り

申
･
問 

八
戸
市
田
向
土
地
区
画
整
理
組
合 

で
22
・
３
１
３
１
ふ
22
・
３
１
３
２

ホ http://w
w

w
.tam

ukai.or.jp

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
の
際
の

本
人
確
認
が
厳
格
に
な
り
ま
し
た

住
基
カ
ー
ド
の
不
正
取
得
を
防
止
す

る
た
め
、
本
人
確
認
書
類
の
種
類
に
応

じ
て
、
次
の
と
お
り
厳
格
な
本
人
確
認

を
行
っ
た
う
え
で
交
付
し
ま
す
。

【
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
転
免
許
証
を

お
持
ち
の
場
合
】

運
転
免
許
証
交
付
時
に
設
定
し
た
暗

証
番
号
２
種
類
の
入
力
に
よ
り
本
人
確

認
を
行
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
記
録

さ
れ
た
情
報
と
、
運
転
免
許
証
の
券
面

事
項
が
一
致
し
て
い
る
か
確
認
し
た
う

え
で
即
日
交
付
し
ま
す
。

【
非
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
転
免
許
証
、

 

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
公
的
機
関
が
発
行
し
た

 

顔
写
真
付
き
の
書
類
を
お
持
ち
の
場
合
】

右
記
の
書
類
に
加
え
、
健
康
保
険
の

被
保
険
者
証
な
ど
の
書
類
を
１
点
確
認

し
た
う
え
で
即
日
交
付
し
ま
す
。

【
そ
の
ほ
か
の
本
人
確
認
書
類
を

お
持
ち
の
場
合
】

窓
口
で
の
申
請
を
受
け
付
け
し
た

後
、
照
会
書
を
交
付
申
請
者
の
住
所
地

に
郵
送
し
ま
す
。
そ
の
照
会
書
と
合
わ

せ
て
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
・
年
金

手
帳
な
ど
の
書
類
を
２
点
確
認
し
た
う

え
で
交
付
し
ま
す
。

問 

市
民
課

　

 

で
43
・
２
１
３
６
ふ
46
・
１
５
１
７

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
安
全
を

確
か
め
ま
し
ょ
う

過
去
の
地
震
に
お
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
や
石
造
塀
な
ど
の
倒
壊
に
よ
り
、
多

く
の
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

倒
れ
た
塀
が
道
路
を
ふ
さ
ぎ
、
避
難
や

救
助
・
消
火
活
動
を
妨
げ
る
結
果
と
も

な
り
ま
し
た
。
一
見
安
全
そ
う
に
見
え

て
も
、
基
準
に
満
た
な
い
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
点

検
を
行
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

※
特
に
、
通
学
路
沿
い
の
道
路
に
接
し

て
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
築
造
し
て
い

る
場
合
は
、
保
守
・
点
検
を
行
い
、

責
任
を
持
っ
て
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

問 

建
築
指
導
課

　

 

で
43
・
９
１
３
７
ふ
41
・
２
３
０
２

年
度
末
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

貸
付
相
談
会
は
ち
の
へ

社
会
福
祉
協
議
会
と
消
費
者
信
用
生

活
協
同
組
合
で
は
、
年
度
末
の
資
金
需

要
に
対
応
す
る
た
め
、
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
収
入
の
状
況
や
使
い
み
ち
に

応
じ
て
、
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
た

だ
し
、
事
業
資
金
は
除
き
ま
す
。

ま
た
、
借
金
が
あ
っ
て
返
済
に
困
っ

て
い
る
人
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

相
談
日　

３
月
12
日
土

相
談
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
完
全
予
約
制
。
相
談
無
料

問 

消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
八
戸

相
談
セ
ン
タ
ー
（
八
日
町
36
第
一
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
４
階
）

　

で
20
・
８
５
８
２
ふ
20
・
８
５
８
３

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー

無
償
給
付
の
支
援
対
象
拡
充

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
に

対
す
る
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
無
償
給
付
な
ど

の
支
援
は
、
期
間
延
長
さ
れ
る
ほ
か
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

支
援
内
容　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
取
り

付
け
る
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給

付
な
ど
（
詳
し
く
は
、
申
込
書
な
ど

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

対
象　

▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免

除
世
帯
（
申
込
書
は
、
生
活
福
祉
課
、

障
が
い
福
祉
課
で
配
布
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

受
信
契
約
が
必
要
）

▽
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
世
帯

（
申
込
書
は
、
市
庁
本
館
・
別
館
案
内
、

南
郷
区
役
所
、
各
支
所
、
八
戸
駅
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
）

※
す
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴

で
き
る
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
、
世
帯
全
員

が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
と
世

帯
全
員
分
の
非
課
税
証
明
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

対象　スポーツ・文化・ボランティア活動など
を行う 5 人以上の団体

保険期間
4 月 1 日金午前 0時〜 24 年 3 月 31 日土午後 12 時
※受け付けは 3 月 1 日火〜
※ 4 月 1 日以降の申し込みは、加入手続きを行っ
た翌日午前 0 時から有効

補償内容
▷団体活動中の事故（学校管理下を除く）
▷団体活動への往復の移動中の事故
　（自動車運転中の事故は賠償責任保険の対象外）
※詳しくは、スポーツ健康課および、各体育施設で配
布しているパンフレットや申込書をご覧ください。

掛け金　１人年額600円〜9,000円（団体活動内容、
年齢構成、補償内容に応じて異なります。）
申	申込書に必要事項を記入し、指定金融機関へ
問	㈶スポーツ安全協会青森県支部
　	で 017・782・6984

1000 万人の保険 小さな掛け金・大きな補償

万一のけがや事故に備えて、加入しませんか？

スポーツ安全保険
（傷害保険＋賠償責任保険＋共済見舞金）
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受
付
期
間　

７
月
24
日
日
ま
で

申
･
問 

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー

▽
非
課
税
世
帯
支
援

　

で
０
５
７
０
･
０
２
３
７
２
４

　

ふ
０
４
３
･
３
０
２
･
０
２
８
４

▽
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
支
援

　

で
０
５
７
０
･
０
３
３
８
４
０

　

ふ
０
４
４
･
９
６
６
･
８
７
１
９

新
幹
線
の
走
行
試
験
を
深
夜
に
行
い
ま
す

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
東
北
新
幹
線
新

青
森
延
伸
に
伴
う
新
幹
線
の
信
号
シ
ス

テ
ム
変
更
の
た
め
、
東
北
新
幹
線
八
戸

−

新
青
森
間
で
新
幹
線
車
両
を
使
用
し

た
確
認
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

３
月
23
日
水
深
夜
（
３
月
24
日

木
午
前
１
時
30
分
〜
３
時
）

区
間　

東
北
新
幹
線
八
戸

−

新
青
森
間

※
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問 

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社　

盛
岡

支
社
企
画
室

　

で
０
１
９
・
６
２
５
・
４
０
１
９

　

ふ
０
１
９
・
６
２
５
・
９
３
２
６

市
指
定
金
融
機
関
の
店
舗
統
廃
合

３
月
14
日
月
に
八
戸
市
指
定
金
融
機

関
で
あ
る
「
青
森
銀
行
類
家
支
店
八
戸

市
民
病
院
出
張
所
」
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
「
青
森
銀
行
類
家
支
店

八
戸
市
民
病
院
出
張
所
」の
業
務
は「
青

森
銀
行
類
家
支
店
」
で
取
り
扱
い
ま
す

の
で
、
今
後
も
市
税
な
ど
の
納
入
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問 

出
納
室
で
内
線
１
６
３

市
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

４
月
24
日
日
に
行
わ
れ
る
市
議
会
議

員
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人

を
対
象
に
、
立
候
補
の
届
け
出
、
選
挙

公
報
の
掲
載
申
請
お
よ
び
選
挙
運
動
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
届
け
出
に
必
要
な
書
類
を
交

付
し
ま
す
の
で
、
関
係
者
は
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
の
都
合
上
、

出
席
は
、
立
候
補
予
定
者
１
人
に
つ
き

２
人
以
内
と
し
ま
す
。

日
時　

３
月
24
日
木
午
後
２
時
〜

場
所　

市
庁
別
館
２
階
会
議
室

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

 

で
43
・
９
１
６
７
ふ
45
・
３
３
３
９

介護保険料・後期高齢者医療保険料（第 9 期）
3 月は介護保険料・後期高齢者医療保険料第 9期の納期です。
納付通知書が届いた人は、忘れずに納期限（3月 31 日木）までに納めましょう。
問 介護保険料について　介護保険課 で 43・9285 ふ 47・0732
　 後期高齢者医療保険料について　国保年金課 で 43・9065 ふ 44・9106

八戸市
市民農園

島守舘農園
（南郷区）

場所 尻内町字毛合清水 29 南郷区大字島守字舘
22 － 1

募集
区画数

280 区画
（1 区画 33 ㎡）

5 区画
（1 区画 25 ㎡）

利用期間 4 月下旬〜 11 月中旬
4 月下旬〜 11 月中旬

（継続利用の場合は最終年
の 11 月中旬まで）

使用料金 2,500 円 / 区画 2,000 円 / 区画

利
用
申
込

受付
時間

午前 8 時 30 分〜午後 5 時
（土日祝は午前 9 時〜午後４時）

受付
場所

▷農業交流研修
　センター
▷農政課・農業振興課
　（平日のみ）

▷朝もやの館総合
　情報館（月を除く）
▷農政課・農業振興課・
　南郷区役所農林建設課
　（平日のみ）

※直接、上記窓口でお申し込みください。
　電話、メールでの受け付けはしていません。

そのほか

▷職員やボランティア
による休日の巡回指導

（年 8 回）
▷栽培方法などの相談

受付（随時）

▷最長 5 年間継続して
同一区画を利用可

問い
合わせ

農業交流研修センター
尻内町字毛合清水 29
で 27・9163
ふ 27・9166

朝もやの館総合情報館
（月除く）

南郷区大字島守字古坊
61-1
で 80・8088 ふ 80・8017

応募は市民を対象に 1 世帯 1 区画［抽選］
申込期間　3 月 22 日火〜 28 日月
市民農園をご利用ください

八戸南環状道路事業の一環として、十日市地区内
で「八戸是川 IC」工事を実施していますので、下図
の区間は、迂

う

回路を通行してください。
▷新井田方面への通行は、迂回路の通行となります

ので注意して通行をお願いします。
▷新井田方面への路線バスは仮バス停の利用（乗降）
となります。

▷迂回路の通行期間　23 年 12 月頃まで（予定）

問 国土交通省東北地方整備局　青森河川国道
事務所　八戸国道出張所で 28・1613

通行不可区間通行不可区間

迂回路迂回路

迂回路
八戸南環状

道路

至 大野

八戸公園
（こどもの国）

商業高校

至 是川

至 松館

至 八戸市庁
至 新井田

ローソン

主
要
地
方
道
八
戸
大
野
線

主
要
地
方
道
八
戸
大
野
線

こどもの国通り
仮バス停

こどもの国通り
仮バス停

「十日市地区」工事に伴う
迂回路の通行について
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募
集
ア
イ
コ
ン

　
募
集
ア
イ
コ
ン

　「八
戸
市
地
域
保
健
医
療
対
策
協
議
会
」

委
員
の
募
集

定
員　

２
人
以
内

対
象　

市
内
在
住
で
、
市
が
主
催
す
る

審
議
会
な
ど
の
委
員
を
３
つ
以
上
兼

務
し
て
い
な
い
人

任
期　

２
年
（
５
月
〜
25
年
３
月
）

※
会
議
は
年
２
回
程
度

報
酬　

１
回
の
出
席
に
つ
き
８
８
０
０

円
（
税
込
み
）

※
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

決
定
方
法　

書
類
選
考
（
必
要
に
応
じ

て
面
接
あ
り
）

申
込
書　

健
康
増
進
課
、
市
庁
本
館
・

別
館
案
内
、
南
郷
区
役
所
、
各
公
民

館
・
支
所
、
八
戸
駅
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

申
･
問 

３
月
17
日
木
ま
で
に
、
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、「
八
戸
市

の
保
健
や
医
療
に
つ
い
て
」
の
小
論

文
を
添
え
て
、
郵
送
・
F
A
X
・
e

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
健
康
増
進
課
へ

で
内
線
２
９
９
ふ
47
・
０
７
４
５

e kenko@
city.hachinohe.aom

ori.jp

「
八
戸
市
史
編
纂
委
員
会
委
員
」
募
集

定
員　

２
人
以
内

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
が
主

催
す
る
審
議
会
な
ど
の
委
員
を
３
つ

以
上
兼
務
し
て
い
な
い
人
。
ま
た
、

当
委
員
会
の
委
員
を
依
頼
し
て
い
る

組
織
・
団
体
に
所
属
し
て
い
な
い
人
。

任
期　

２
年
（
４
月
〜
25
年
３
月
）

※
会
議
は
年
１
回
程
度

報
酬　

１
回
の
出
席
に
つ
き
８
８
０
０

円
（
税
込
み
）

※
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん

決
定
方
法　

書
類
選
考
（
必
要
に
応
じ

て
面
接
あ
り
）

申
込
書　

図
書
館
、
南
郷
図
書
館
、
図

書
情
報
セ
ン
タ
ー
、
市
庁
本
館
・
別

館
案
内
、
南
郷
区
役
所
、
各
公
民
館
・

支
所
、
八
戸
駅
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

申
･
問 

３
月
15
日
火
ま
で
に
、
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
e
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
図
書

館
（
市
史
編
纂
室
）
へ

　

で
ふ
73
・
３
２
３
４

e shishi@
city.hachinohe.aom

ori.jp

消
費
生
活
相
談
員
募
集

定
員　

１
人
（
非
常
勤
特
別
職
）

業
務
内
容　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

や
苦
情
処
理
な
ど

勤
務
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市

庁
別
館
５
階
）

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
金

応
募
条
件

①
消
費
生
活
専
門
相
談
員
、
消
費
生
活

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
消
費
生
活
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
人
、
も
し
く
は
同
資
格
を
取
得
す

る
意
欲
の
あ
る
人

②
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
人

応
募
方
法　

３
月
11
日
金
（
必
着
）
ま

で
に
次
の
書
類
を
提
出

①
履
歴
書　

市
販
の
用
紙
で
写
真
を
貼

付
し
た
も
の

②
小
論
文　

テ
ー
マ
は
「
私
が
消
費
生

活
相
談
員
を
目
指
す
理
由
」。
市
販
の

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
以
内

③
資
格
証
の
写
し
（
応
募
条
件
①
の
資

格
を
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

選
考
方
法

▽
第
１
次
選
考　

履
歴
書
・
論
文

▽
第
２
次
選
考　

面
接
（
第
１
次
選
考

合
格
者
の
み
３
月
中
旬
の
予
定
）

申
･
問 

商
工
政
策
課

　

で
43
・
９
５
２
４
ふ
43
・
２
２
５
６

「元気な八戸づくり」市民提案制度 自由提案募集！
　まちづくりや地域の課題解決のために、市民活動団体などと市が対等の立場で協力
して取り組むことにより相乗効果が期待できる事業などの提案を募集しています。
　企画から実践まで一緒に取り組んでみませんか？

問 市民連携推進課 で 43・9207 ふ 47・1485

問 八戸年金事務所 で 43・7369 ふ 45・9329
　 国保年金課 で 43・9079 ふ 44・9106

付加年金 国民年金基金

加入
できる人

▷国民年金第 1 号被保険
者（国民年金の保険料
を納めている人）

▷65 歳までの任意加入
被保険者

国民年金第 1 号被保険者
（20 歳以上 60 歳未満・国
民年金の保険料を納めて
いる人）

保険料・
掛金 月額 400 円

加入時の年齢、選択する年
金のタイプ・口数によっ
て決まります。

受け取る
年金額

納めた月数× 200 円を毎年
受け取ることができます。

年金のタイプや加入口数を
選択して年金額を自由に設
計できます。

手続き・
問い合わせ

▷八戸年金事務所　　　
▷国保年金課 7 番窓口　
▷南郷区役所市民生活課

青森県国民年金基金
で 0120・65・4192

〜国民年金加入の皆さんへ〜

老齢基礎年金に上乗せして ､ より多くの年金を受けること
ができる制度に、付加年金と国民年金基金があります。

より多くの年金を受けたい人に
付加年金と国民年金基金

※付加年金と国民年金基金は、同時に加入することはできま
せん。

受講者募集
ワード初級コース エクセル初級コース

期　間 4 月 1 日金～ 28 日木の毎週月～金（20 日間）

時　間 9:00 ～ 12:00 18:00 ～ 21:00

定　員 各 20 人

受講料 各 12,000 円
（別にテキスト代各 4,200 円）

場所　八戸地域職業訓練センター（類家二丁目７-40）
申 ･ 問  3 月 18 日金の午前 8 時 45 分～ 9 時に受講
料を添えて直接八戸地域職業訓練センターへ（［抽
選］9 時）でふ 46・3360
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

対
象　

市
内
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

仕
事
の
内
容　

庭
木
せ
ん
定
、
草
刈
り
、

ふ
す
ま
・
障
子
張
り
替
え
、
ペ
ン
キ

塗
り
、
清
掃
、
毛
筆
宛
名
書
き
・
賞

状
書
き
、
大
工
仕
事
、
家
事
手
伝
い
、

蜂
の
巣
駆
除
、
屋
内
外
軽
作
業
、
福

祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど

入
会
説
明
会　

月
２
回
実
施

【
仕
事
を
依
頼
し
た
い
人
へ
】

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
期

間
の
短
い
仕
事
、
臨
時
的
な
仕
事
で
も

引
き
受
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問 

㈳
八
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
公
民
館
内
）

　

で
44
・
６
４
４
８
ふ
44
・
６
４
７
８

老
人
ク
ラ
ブ
へ
加
入
し
ま
せ
ん
か

市
内
に
は
約
２
０
０
の
老
人
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、
お
よ
そ
８
０
０
０
人
が
活
動
し

て
い
ま
す
。
明
る
く
楽
し
い
仲
間
づ
く
り

や
生
き
が
い
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
な
お
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
新
た
に

結
成
す
る
場
合
は
、
60
歳
以
上
の
会
員
が

30
人
以
上
必
要
で
す
。

主
な
活
動　

▽
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
の
健
康
づ
く
り
活
動
▽
環
境
美
化
、

友
愛
訪
問
な
ど
の
社
会
奉
仕
活
動
▽

健
康
教
室
や
交
通
安
全
教
室
な
ど
の

教
養
講
座
▽
芸
能
大
会
、
コ
ー
ラ
ス
、

菊
づ
く
り
な
ど
の
趣
味
活
動　

ほ
か

問 

八
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
総
合

福
祉
会
館
内
）
で
ふ
46
・
０
７
７
７

　

高
齢
福
祉
課

　

で
43
・
９
１
０
４
ふ
43
・
２
４
４
２

職
業
能
力
開
発
校
訓
練
生
募
集

働
き
な
が
ら
学
ぶ
学
校
で
、
修
了
時

に
は
「
技
能
士
補
」
の
称
号
が
与
え
ら

れ
、
国
家
試
験
（
技
能
検
定
２
級
）
受

験
時
に
学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

訓
練
科　

木
造
建
築
科
・
建
築
塗
装
科
・

塑
性
加
工
科
（
建
築
板
金
）

期
間　

23
年
４
月
〜
25
年
３
月
（
２
年

間
・
週
一
日
登
校
）

対
象　

八
戸
職
業
能
力
開
発
協
会
に
加

入
し
て
い
る
企
業
の
従
業
員
、
転
職

希
望
者
、
離
職
者
、
新
卒
者

授
業
料　

無
料
（
事
業
主
負
担
）

申
･
問 

３
月
31
日
木
ま
で
に
、
八
戸
職
業

能
力
開
発
校（
類
家
二
丁
目
７

−

30
）へ

　

 

で
22
・
５
２
５
１
ふ
22
・
５
２
５
３

　　
健
康
ア
イ
コ
ン

　
健
康
ア
イ
コ
ン

　生
活
に
お
困
り
の
人
は
ご
相
談
を

病
気
や
け
が
な
ど
で
生
活
費
・
医
療

費
な
ど
に
困
っ
た
場
合
、
社
会
保
障
制

度
に
よ
る
救
済
措
置
の
ひ
と
つ
に
「
生

活
保
護
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

生
活
保
護
は
、
最
低
限
度
の
生
活

を
保
障
し
な
が
ら
、
一
日
も
早
く
自
立

で
き
る
よ
う
に
、
国
の
定
め
る
保
護
基

準
に
従
い
支
援
す
る
制
度
で
す
。
日
常

の
生
活
の
中
で
経
済
的
に
お
困
り
の
人

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
近
く
の
民

生
委
員
ま
た
は
生
活
福
祉
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問 

生
活
福
祉
課
で
内
線
２
６
９
〜
２
７
２

　

 

ふ
43
・
２
２
８
５

健康診断を受けて、生活習慣改善に生かそう！
問 健康増進課で 43・9061 ふ 47・0745

脳卒中や心筋梗塞は、突然起こる病気ではなく、肥満・高血圧・高血糖・脂質異常などの状態が長期
間続くことで徐々に血管が傷んで起こります。高血圧・高血糖・脂質異常などは自覚症状がほとんどな
いので、毎年、健康診断を受け、その結果、生活習慣病のリスクが高い人は、特定保健指導を受けて生
活習慣を改善し、重症化を予防しましょう。

市の 21年度国保特定健康診査の受診率は 29.5％（目標 65％）、特定保健指導の実施率は 36.6%（目標 45％）と低く、
なかでも 40 〜 50 代の男性の受診が少ない状況です。健康診断は、現在の体の状態を理解し、生活習慣改善の指
標として生かすことが目的です。健康診断を定期的に受け、病気の予防に役立てましょう。

※国保特定健康診査は、総合健診センターまたは受託医療機関で受けることができます。詳しくは、わが家の健康カレンダー 5 ページをご覧ください。

34歳
20 年前

42歳
12 年前

44歳
10 年前

52歳
2 年前

54歳
現在

肥満
中性脂肪高値

一過性脳虚血発作

高血圧・高血糖・コレステロール異常
脳梗塞脳梗塞

Ａさんの血管の変化は、太り始めた 20年前から始まっていました。健康診断は毎年受けていましたが、異常がみ
つかっても自覚症状がないため、特に生活習慣の改善もせず、放置していた結果、脳梗塞を発症してしまいました。

☞ここで、54 歳で脳梗塞になった A さんの経過をふりかえってみましょう。

健康診断を受けたら、
中性脂肪が少し高く、
要注意と言われたが、
放っておいた。

健康診断で、高血圧な
どの異常がいくつも重
なってきて、精密検査
が必要と言われたが、
受診しなかった。

一時的に気を失う
症状が出始めたが、
疲れているだけだ
と思っていた。

ちょっと太ってい
るだけで痛いとこ
ろはないし、健康
だと思っていた。

「健康はちのへ 21」



24

中
学
校
卒
業
遺
児
の
保
護
者
に
祝
金

３
月
に
中
学
校
を
卒
業
す
る
遺
児
と

同
一
生
計
に
あ
る
保
護
者
に
、
祝
金
を

支
給
し
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
生
徒

　

▽
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
、
亡
く

な
っ
て
い
る
▽
父
か
母
ま
た
は
両
親

と
も
、
生
死
が
引
き
続
き
３
か
月
以
上

不
明
▽
父
か
母
ま
た
は
両
親
か
ら
、
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
▽
父
か
母

ま
た
は
両
親
と
も
、
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
▽
父
か
母
ま
た
は
両
親
と

も
、
心
身
の
障
が
い
に
よ
り
長
期
に
わ

た
っ
て
労
働
力
を
失
っ
て
い
る

支
給
額　

遺
児
１
人
に
つ
き
１
万
円

持
ち
物　

保
護
者
の
は
ん
こ
、
保
護
者

名
義
の
預
金
通
帳
、
右
記
の
状
況
が

確
認
で
き
る
書
類
（
児
童
扶
養
手
当

証
書
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受

給
資
格
証
、
遺
族
年
金
証
書
、
障
害

年
金
証
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
一
級

程
度
な
ど
）

支
給
予
定
日　

４
月
28
日
木

申
･
問 

３
月
１
日
火
〜
31
日
木
に
子
ど

も
家
庭
課
へ

　

で
43
・
９
３
４
２
ふ
43
・
２
４
４
２

認
可
外
保
育
施
設
の
保
育
料
を

一
部
助
成
し
ま
す

認
可
外
保
育
施
設
に
入
所
し
て
い
る

第
３
子
以
降
の
児
童
の
保
護
者
に
対
し

て
、
保
育
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

保
育
料
助
成
の
対
象
施
設
と
し

て
県
の
認
定
を
受
け
て
い
る
認
可
外

保
育
施
設
に
第
３
子
以
降
の
児
童
を

入
所
さ
せ
て
い
る
保
護
者

助
成
額　

子
ど
も
の
年
齢
や
保
護
者
世

帯
の
税
額
（
所
得
税
・
市
民
税
）
に

よ
り
決
定

助
成
時
期　

申
請
月
の
保
育
料
か
ら

申
･
問 

子
ど
も
家
庭
課

　

で
43
・
９
０
９
４
ふ
43
・
２
４
４
２

予
防
接
種
受
託
医
療
機
関
の
追
加

【
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
】

「
広
報
は
ち
の
へ
」
６
月
号
３
ペ
ー

ジ
の
一
覧
表
に
次
の
医
療
機
関
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

▽
国
立
病
院
機
構
八
戸
病
院

　
（
吹
上
三
丁
目
で
45
・
６
１
１
１
）

※
予
約
制
。
予
約
受
付
は
火
木
の
み
。

休
日
は
除
く

【
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
】

健
康
増
進
課
で
配
布
し
て
い
る
一
覧
表

に
次
の
医
療
機
関
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

▽
田
中
医
院

　
（
三
戸
郡
五
戸
町
字
鍛
冶
屋
窪
上
ミ

で
61
・
１
１
５
５
）
※
予
約
制

問 

健
康
増
進
課

　

 

で
内
線
２
９
０
ふ
47
・
０
７
４
５

　　
税
ア
イ
コ
ン

　

税
ア
イ
コ
ン

　軽
自
動
車
税
の
変
更
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
に
課
税
さ

れ
る
軽
自
動
車
税
の
納
税
義
務
者
は
、

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
で
す
。
こ
れ
ら

を
取
得
・
譲
渡
・
処
分
・
紛
失
ま
た
は
盗

難
な
ど
で
失
っ
た
と
き
、
ま
た
は
、
所
有

者
が
死
亡
・
転
出
し
た
と
き
は
、
届
け
出

が
必
要
で
す
。

軽
自
動
車
な
ど
の
種
類
・
届
け
出
先

問	

住
民
税
課

　

	

で
内
線
１
８
２
ふ
45
・
６
７
３
７

自
動
車
の
名
義
変
更
・
廃
車
手
続
き

お
よ
び
車
検
は
お
早
め
に

例
年
３
月
は
、
名
義
変
更
・
廃
車
・

住
所
変
更
な
ど
の
手
続
き
で
、
青
森
運

輸
支
局
お
よ
び
八
戸
自
動
車
検
査
登
録

事
務
所
の
窓
口
が
込
み
合
い
、
待
ち
時

間
が
長
く
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
３
月
14
日
以
前
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
継
続
検
査
（
車
検
）

は
１
か
月
前
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
３
月
下
旬
に
集
中
し
な
い
よ
う
早

め
の
受
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
窓
口
受
付
時
間　

８
時
45
分
〜
正

午
、午
後
１
時
〜
４
時
（
土
日
祝
除
く
）

　　　　　　　
愛
車
の
住
所
変
更
も
忘
れ
ず
に

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
原
則
と

し
て
毎
年
４
月
１
日
に
運
輸
支
局
に
登

録
（
車
検
証
に
記
載
）
さ
れ
て
い
る
住

所
に
送
付
し
ま
す
。

す
ぐ
に
変
更
登
録
の
手
続
き
が
で

き
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
地
域
県
民

局
県
税
部
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
付

可
）、
ま
た
は
市
庁
市
民
課
窓
口
に
あ

る
変
更
届
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手続き内容 問い合わせ先

車検証の
▷移転登録（名義変更）
▷抹消登録（廃車）
▷変更登録（住所変更）
継続検査（車検）

東北運輸局
青森運輸支局

テレフォンサービス（情報案内）
で 050・5540・2008ふ 017・739・1505
ホ http://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/am/am-index.htm

八戸自動車検査
登録事務所

テレフォンサービス（情報案内）
で 050・5540・2009ふ 20・4115

ユーザー車検予約 自動車検査法人
ホ パソコン　http://www.navi.go.jp
　	携帯電話　http://www.navi.go.jp/m/
自動車検査予約ヘルプデスクで 0570・030・330

自動車税の住所変更 三八地域県民局
県税部納税課

で 27・5111 内線 205 〜 207ふ 27・3817
ホ http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/top.html

軽自動車などの種類 届け出先

▷原動機付自転車
（125 ㏄以下）

▷小型特殊自動車

▷住民税課
▷南郷区役所市民生活課
▷各支所
▷八戸駅市民サービスセンター

軽二輪
（125㏄超〜250㏄以下）

軽自動車協会八戸支所
で 51・2560ふ 51・2561

軽自動車（三・四輪）軽自動車検査協会八戸支所で 21・2135ふ 21・2136

二輪の小型自動車
（250 ㏄超）

八戸自動車検査登録事務所
で 050・5540・2009
ふ 20・4115

気象・火災・防犯・交通安全・消費生活・感染症・ライフラインなどの、地域の安全・安心情報を、
携帯電話などに電子メールでおしらせします。ＱＲコードを読み取り、何も入力しないメール（空
メール）をお送りいただくか、下記ＵＲＬよりご登録ください。

「ほっとスルメール」のご案内

携帯電話用 URL　https://anshin.city.hachinohe.aomori.jp/mobile
パソコン用 URL　https://anshin.city.hachinohe.aomori.jp

問 防災危機管理課 で 43・9225 ふ 45・0099

QR コード
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※
な
お
、
こ
の
届
け
は
、
納
税
通
知
書

の
送
付
先
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

車
検
証
の
住
所
変
更
は
別
途
必
要
と

な
り
ま
す
。

問 

三
八
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
課

　
 

で
27
・
５
１
１
１
内
線
２
０
５

　

 
ふ
27
・
３
８
１
７

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は

３
月
15
日
ま
で

日
程　

３
月
15
日
火
ま
で（
土
日
祝
除
く
。

た
だ
し
、
３
月
13
日
日
は
受
け
付
け
）

時
間　

▽
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　

▽
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　

公
会
堂
文
化
ホ
ー
ル
１
階
講
義
室

問 

住
民
税
課

　

 

で
内
線
１
７
９
ふ
45
・
６
７
３
７

22
年
分
確
定
申
告
の
納
期
限
・
振
替
日

　　
※
振
替
納
税
の
申
し
込
み
は
、「
預
貯
金

口
座
振
替
依
頼
書
」（
税
務
署
、
金
融

機
関
に
設
置
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

問 

八
戸
税
務
署
で
43
・
０
１
４
１
（
音

声
案
内
２
番
を
選
択
））

　　
雇
用

　
雇
用

　「あ
お
も
り
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

県
で
は
、
青
森
県
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ザ
内
に
「
あ
お
も
り
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
首
都
圏
に
在
住
す

る
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
や
団
塊
世
代
の
相

談
に
応
じ
、
県
内
へ
の
就
職
や
本
県
で

の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
実
現
に
向
け
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
県
内
企

業
へ
就
職
で
き
る
よ
う
、
無
料
職
業
紹
介

所
を
開
設
し
ま
し
た
。

業
務
内
容 

▽
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
の

相
談
応
対
▽
首
都
圏
在
住
の
団
塊
世

代
の
人
に
対
す
る
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

の
相
談
応
対
▽
就
農
相
談
応
対
▽
無

料
職
業
紹
介
（
新
設
）
▽
県
内
企
業

お
よ
び
誘
致
企
業
の
求
人
情
報
収
集

（
新
設
）

相
談
時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
祝
・
年
末
年
始
を
除
く
）

問 

あ
お
も
り
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

　
（
東
京
都
中
央
区
八
重
洲
２

−

２

−

１
住
友
八
重
洲
ビ
ル
５
階
青
森
県
東

京
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
内
）

　

で
０
３
・
３
２
７
１
・
０
７
０
０

　

ふ
０
３
・
３
２
７
１
・
０
７
０
８

e A
-T

O
K

Y
O

@
pref.aom

ori.lg.jp

ホ 

▽
就
職
関
連
情
報
（
ワ
ー
ク
わ
く

あ
お
も
りjob

ネ
ッ
ト
）

　

http://w
w

w
.aom

ori-job.net/

▽
団
塊
世
代
関
連
（
情
報
あ
お
も
り
ラ

イ
フ
）http://w

w
w

.pref.aom
ori.

lg.jp/life/sum
ai/aom

orilife.htm
l

税の種類 納期限
振替日

（振替納税
の場合）

申告所得税 3/15 火 4/22 金

消費税および
地方消費税

（個人事業者）
3/31 木 4/27 水

〈お願い〉
振替納税を利用している人は、事前
に預貯金残高を確認してください。

23 年度　健康運動教室会員募集
日程・時間・場所①毎週月 10:15 〜 11:45 リフォー
ムササキ②毎週火 10:20 〜 11:30 水産会館③毎週
木 10:20 〜 11:30 ジドバ夢ホール④毎週金 13:20 〜
14:30 福祉公民館（類家）　内容中高年のための生
活習慣病予防体操　指導員関

せきした	

下和
かずひこ

彦氏（健康運動
指導士）　会費入会金 2,000 円、年会費 2,000 円	（ス
ポーツ安全保険料含む）、月会費2,000円/月4回（ど
の教室も受講できます）　申 ･ 問  マンタ健康クラ
ブ事務局でふ 33・3762　 e  manta-2008@tiara.ocn.
ne.jp

はっちDEルーシー　タイ式ストレッチ体操講習会
日 時 3 月 16 日水 10:30 〜 12:00、14:00 〜 15:30
場所はっち 3 階和のスタジオ　内容男女・年齢問
わず簡単な動きでストレッチ体操　講師舘

たてはな

花ちゑ
子氏（日本ルーシーダットン普及連盟認定インス
トラクター）　参加費 500 円　持ち物バスタオル・
飲み物※申し込み不要　問古舘で 44・3894

手話講習会
日 時 4 月 1 日〜 5 月 27 日の毎週金（全 8 回）
19:00 〜 20:30　場所福祉公民館（類家）2 階大
会議室　対象初めての人、誰でも参加できます。
受講料 2,000 円（別にテキスト代 1,200 円）
申4 月 1 日金 18:30 から直接会場で受け付け　
問八戸市ろうあ協会ふ 45・0561、総合福祉会館
（根城）で 47・1651

バウンドテニス初心者募集
日時毎週金土日のいずれか 1 回 19:00 〜 21:00
場所南部山体育館または東体育館　会費 1 回
目 500 円、2 回目より 200 円※貸しラケット有り
申 ･ 問  八戸バウンドテニスクラブで 090・
2886・1001（対馬）ふ 27・5838

公 開 講 座
八戸大学人間健康学部公開講座
日時 3 月 12 日土 14:00 〜 17:00　場所八戸パークホテル
内容▷学部教員による講演①介護職の見直しの背景と政
策的意義②八戸地域住民における身体組成の特徴と運動
習慣との関係③生命の尊厳と人間の尊厳④ “えんぶり”
囃子の心理学的考察　▷学生による特別研究発表「奥入
瀬マイナスイオンマップ作成」※事前申し込み不要　
申 ･ 問 	八戸大学・八戸短期大学総合研究所で 73・3344
ふ 73・3345 e  research@hachinohe-u.ac.jp

「ほっとスルメール」が、三戸・五戸・田子・南部・階上・新郷・お
いらせの 7町村にサービス対象を拡大しました。気象情報や火災情
報は 24 時間配信しているほか、市町村独自の情報を配信しています。

「ほっとスルメール」８市町村に拡大！
問 防災危機管理課 で 43・9225 ふ 45・0099
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※相談は無料です3 月の各種相談
場  所 相  談  名 日 　 時 内 　 容

市民相談室
（市庁本館
1 階）

一般相談 8:15 〜 17:15　土日祝を除く毎日 日常生活の困りごと、軽易な法律問題

人権相談 2 日・9 日・16 日・23 日・30 日の各水
9:00 〜 12:00、13:00 〜 16:00

夫婦・親子・相続など家庭での困りごと、暮らし
の中の人権問題

行政相談 ３日・10 日・17 日・24 日・31 日の各木
13:00 〜 16:00 国・県など行政への困りごと、苦情、要望など

税務相談 7 日月　13:00 〜 16:00
　相談時間は 15 分程度 相続税・贈与税・譲渡所得税など

法律相談
14 日月　13:00 〜 16:00
　予約受付日 10 日木 8:30 〜電話で（先着 10 人）
　裁判・調停など係争中の人は除きます。

法律全般

司法書士
相談

28 日月　13:00 〜 16:00
　相談時間は 15 分程度（先着 10 人） 相続登記、成年後見、簡易訴訟代理手続き

行政書士
相談

15 日火　13:00 〜 16:00
　予約受付日 8 日火・9 日水電話で 契約・許認可申請など行政書類手続き

公証人相談 15 日火　10:00 〜 15:00 遺言・離婚・賃貸借などの公正証書に関すること
住宅増改築
相談

4 日・11 日・18 日・25 日の各金
13:00 〜 16:00 住宅の新増改築に関すること

土地家屋
調査士相談 1 日火　13:00 〜 16:00 土地境界などの悩み・土地に関すること

不動産相談 8 日・22 日の各火　13:00 〜 16:00 不動産売買、アパートなどの賃貸借に関すること
南郷区役所
第 3 会議室 行政相談 8 日火　9:00 〜 12:00 国・県など行政への困りごと、苦情、要望など

島守支所
保健相談室 人権相談 8 日火　9:00 〜 12:00 夫婦・親子・相続など家庭での困りごと、暮らし

の中の人権問題
※法律相談・行政書士相談は予約が必要です。それ以外の相談は、当日受付で先着順となります。 問 市民相談室 で内線 149

⑥住民税納付

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
八
戸
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い

問	

住
民
税
課 

で
43
・
９
２
３
２
ふ
45
・
６
７
３
７

ホ	

市
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
ふ
る
さ
と
納
税

申込方法
郵送　住民税課へお電話ください。寄附申込書をお送りします。
ホームページ　市ホームページの申込用フォームに、必要事項を入力して送信してください。

　「ふるさと」へ貢献または応援をしたいという思いを実現するため、所得税は寄附金額の
2,000円を超える分について、市民税・県民税は寄附金額の 5,000円を超える分について、
一定限度まで控除が受けられる制度です。
　他の市区町村へお住まいのご家族・ご親戚やご友人にも呼びかけをお願いします。
　市民および法人・団体からの寄附も受け付けています。
※法人の場合、地方公共団体に対する寄附金は、全額が損金算入できます。

ふるさと
納税とは？

　寄附金の使いみちは申し込みの際に次の中からお選びください。皆さんからいただいた
ご寄附は、お選びになった使途を尊重し、活用させていただきます。
　１．是川縄文の里事業のため
　２．『はっち』 八戸ポータルミュージアム事業のため
　３．八戸三社大祭・えんぶり振興のため
　４．南郷サマージャズフェスティバル充実のため
　５．奨学金制度拡充のため
　６．その他 （ご希望がある場合は、申込書へ記入していただきます。）

ふるさと
納税の活用

①寄附

②領収書
八戸市

寄附者

税務署

⑤住民税納税通知書
　寄附金控除後の税額 お住まいの

市区町村

③確定申告

④所得税控除（現年分）

市では、視覚障がい者や高齢者のために、朗読ボランティア団体「やまびこの会」が
朗読した「広報はちのへ」の音声データをホームページで公開しています。また、視

覚障がい1・2級の人には、音声を収録したテープ・CD（デイジー形式）の送付も行っています。該当する人で、テープま
たはCDの送付を希望する場合は、広報統計課へ住所・氏名・電話番号・障がいの等級をお知らせください。

申 ･ 問  広報統計課 で 43・9182 ふ 47・1485　ホ 市トップ→広報はちのへ→声の広報はちのへ

声の広報はちのへ
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４月から市庁の　一般業務の開庁時間 　が変わります

なお、文化・福祉・体育施設などについては、業務時間が異なる場合がありますので、ご利用の
際は各施設にお問い合わせください。

※市民課・収納課で実施している夜間・休日の窓口サービスの時間は変更ありませんので、平日や
日中に利用できない人はご利用ください。

※夜間の窓口サービスについて、市民課は月曜日から金曜日、収納課は月曜日と金曜日ですので、ご注意ください。

変更前（３月まで） � 変更後（４月から）
８:15 〜 17:15 ８:15 ～ 17:00

実施する窓口事務 実施日・時間 担当課

休
日

◇印鑑登録
◇戸籍謄抄本、住民票の写し、印鑑証

明書の交付

毎週土（年末年始の休日を除く）
8:15 ～正午

市民課（本館 1階）
で 43・9192ふ 46・1517

夜
間

◇印鑑登録
◇住民票の写し、印鑑証明書の交付
　※戸籍謄抄本の交付は行いません。

月～金（祝・年末年始の休日を除く）
17:00 ～ 18:00

市民課（本館 1階）
で 43・9192ふ 46・1517

◇納税相談
◇収納業務

月と金（祝・年末年始の休日を除く）
17:00 ～ 18:00

収納課（別館 3階）
で 43・9173ふ 47・0753

問 人事課で 43・9227 ふ 45・2077

市の一般業務の開庁時間が、４月から
次のとおり変わります。

夜間・休日の窓口サービス

■利用できる日時
　▷ 3 月 26 日土、27 日日　8:15 〜 17:15
　▷ 4 月 2 日土、3 日日　　8:15 〜 17:00

■利用できる窓口と扱う業務
◆市民課（市庁本館 1 階で 43・9192）

　▷住所変更に関する届け出
　▷戸籍に関する届け出
　▷印鑑登録

▷戸籍謄抄本、住民票の写し、印鑑登録証明書の
交付　など

◆国保年金課
（市庁本館 1 階で 43・9487、43・9079）

▷国民健康保険および国民年金の資格取得喪失
関係の届け出

　▷国民年金保険料免除申請
◆学校教育課（市庁本館５階で 43・9457）

　 ▷転校などに関する業務
◆健康増進課（市庁別館２階で 43・9271）

　 ▷母子健康手帳の交付
　▷乳幼児ハンドブックの交付

◆子ども家庭課（市庁別館２階で 43・9342）
　▷ひとり親家庭等医療費申請
　▷乳幼児医療費申請など
　▷子ども手当・児童扶養手当の認定請求および諸届け出
　▷保育所の入退所申請
　▷遺児弔意金申請
　▷遺児卒業祝金申請

3 月と 4 月は、休日も各種届出窓口を開きます

※届け出にあたり、他市町村の役所・役場に確認が必要な
場合があります。八戸市庁の窓口が開いていても、確
認先の役所・役場が休みのため確認作業ができない場
合は、後日再度お越しいただくこともあります。

※南郷区役所、各支所、八戸駅市民サービスセンター、白
銀サービスコーナーでは、休日には受け付けませんの
で、ご注意ください。

※届け出の種類により、窓口での本人確認が必要な場合があ
りますので、運転免許証などの本人確認書類をお持ちくだ
さい。なお、詳しくは各担当課へお問い合わせください。

進学、就職、転勤などで住所異動の多い３月と４月の土曜日と日曜日は、本庁の関連する各窓口を開き
ます。平日の届け出が困難な人はご利用ください。

下記の土曜日は、市民課と国保年金課のみ利用できます。
日程　3 月 5 日土、12 日土、19 日土、
　　　4 月 9 日土、16 日土、23 日土、30 日土
時間　8:15 〜 12:00
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公会堂 で 44・7171 ふ 44・7176
日 曜 催　　し　　物 開演時間 入場料金（円）

6 日 第 50 回八戸ファンタジィ 9:30 1,000

12 土 東京都交響楽団演奏会 18:00
一　般 6,000	
高以下 4,000	
（当日 500 増）

20 日 花とおどり 11:00

指定席 2,000
自由席 1,300
（自由席のみ
当日 200 増）

27 日 八戸豊年大漁祈願芸能祭 10:00 1,000

※会員制などの催しについては、掲載していません。

3 月の公会堂・公会堂文化ホール・南郷文化ホールの催し
主催者の都合により変更になる場合があります。

日 曜 催　　し　　物 開演時間 入場料金（円）

20 日 Swing	Berry	Jazz	Orchestra
スクールバンドと共に 13:30

一　般 1,000	
高以下	無	料
（整理券）

で 60・8080 ふ 60・8081南郷文化ホール

日 曜 催　　し　　物 開演時間 入場料金（円）
5 土 ヤマハアンサンブルフェスタ　

2011 10:30 無　料
6 日

13 日 沢
さ わ

のぼる	唄と踊りのバラエ
ティーショー新春の舞 11:00 1,000

20 日 八戸工大二高吹奏楽部
第 9回定期演奏会 14:00 無　料

21 月
祝 Spring	Concert 〜 with	us 13:00 無　料

26 土 春のコンサート 14:00 無　料

27 日 クレヨンの会　ピアノ発表会 18:00 無　料

で 45・1511 ふ 44・7176公会堂文化ホール

★八戸市医師会ホームページの「健康一口メモ」に、過去に開催した
医師の健康教室の講演内容を掲載しています。

　http://www.hachinohe.aomori.med.or.jp/ishikai/

3月の健康教室・健康相談 問 健康増進課 で 43・9271ふ 47・0745
◆お子さんとお母さんの健康教室・健診・相談

内　　容 日　　時 場      所

両親学級
（妊娠 16 〜 31 週の

妊婦と夫）

21 日月祝
9:30 〜 14:30

公会堂文化ホール 2階会議室
申3 月 9 日水〜 11 日金に健康増
進課へで 43・2111 内線 510
	（先着 28 組：出産予定日 5 月 17
日〜 9月 5日）

▼赤ちゃんの育て方、お風呂の入れ方

▼妊婦体験ジャケット試着

赤ちゃん健康相談
（4 か月〜 1 歳）

受付
10:00 〜 10:15
相談
10:15 〜 12:00

	 2 日水  福祉公民館（類家）
	4 日金  根城公民館
	9 日水  根岸公民館
18 日金  白銀公民館

▼育児・栄養相談、身長・体重測定

▼持ち物　母子健康手帳、乳幼児
　ハンドブック、バスタオル

よちよち健康相談
（1 歳〜 2 歳ころ）

受付
13:00 〜 13:15
相談
13:15 〜 14:30

幼児相談
のびのびランド

（2歳〜概ね3歳6か月）
17 日木
	9:30 〜 12:00

総合福祉会館（根城）

▼言葉・行動・情緒などの
　発達相談

▼就学に向けた発達相談

▼要予約
申	健康増進課で 43・2111 内線 294

３歳児相談
あいあいランド

（概ね 3 歳 6 か月〜就学前）
10 日木
12:30 〜 15:00

1歳6か月児健康診査
（21 年 8 月生まれ）

8 月		1 日〜 15 日生まれ…	１日火
8 月 16 日〜 31 日生まれ…15 日火
受付 12:00 〜 12:45

総合健診
センター

※	対象者には事
前におしらせ
します。

3 歳児健康診査
（19 年 8・9 月生まれ）

8 月 16 日〜 31 日生まれ…	８日火	
9 月		1 日〜 15 日生まれ…22 日火
9 月 16 日〜 30 日生まれ…29 日火
受付 12:00 〜 12:45

股関節脱臼検診
（生後 90 日〜 120 日）

毎週水
受付12:00〜12:20

▼要予約　総合健診センター
　で 45・9131（受診料 600 円）

▼ 	持ち物　母子健康手帳、乳幼児
ハンドブック、バスタオル

◆精神科医師によるこころの健康相談（要予約）
内　　容 医　　師 日 時・場 所

心の病気で
悩んでいる人と
その家族の相談

熊
くま

谷
がい

　輝
あきら

氏

23 日水
受付 15:00 〜 16:00
八戸保健所
　　健康増進課
で 27・5111
　内線 285

◆こころの電話相談
内　　容 日      時 場      所

ストレスや不安、
悩みを抱えている人の
電話による相談

毎週水
13:00 〜 16:00

健康増進課
で 43・9210

◆市民健康づくり講座（申し込み不要）
内　　容 講      師 日時・場所

耳のはなし
〜めまいについて〜 金

か ね た

田裕
ゆ う じ

治	氏
3日木
13:30 〜 15:00
公会堂文化ホール

女性の健康づくり
〜がん・更年期あれこれ〜 武

む し ゃ

者晃
てるなが

永	氏
10日木
13:30 〜 15:00
公会堂文化ホール

◆ 栄養士による個人相談
内　　容 日　　時 場      所

栄養・食生活に
ついて

8 日火・22 日火
10:00 〜 12:00
13:00 〜 16:00

健康増進課
窓口へ

◆ 保健師による健康相談
内　　容 日　　時 場      所

▽妊産婦の心や体に
　ついて

▽子育てについて

▽成人の健康に
　ついて

月〜金（21 日月
祝は除く）
10:00 〜 12:00
13:00 〜 16:00

健康増進課窓口
または
で 43・2111
内線 510、567
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博
物
館

　

博
物
館

　

博
物
館

　

博
物
館

　
企
画
展
「
え
ん
ぶ
り
展
・
ひ
な
人
形
展
」

開
催
中

日
程　

３
月
13
日
日
ま
で

入
館
料　
（　

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
一
般　

２
５
０
円
（
１
３
０
円
）

▽
高
校
・
大
学
生　

１
５
０
円
（
80
円
）

▽
小
・
中
学
生　
　

50
円
（
30
円
）

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料
。
高
齢
者
（
市

　

内
の
65
歳
以
上
）・
障
が
い
者
は
半
額

　　

美
術
館

　

美
術
館

　

美
術
館

　

美
術
館

　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
Ⅳ
「
伝
わ
る
音
」

日
程　

２
月
11
日
金
祝
～
4
月
17
日
日

入
館
料　
（		

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
一
般　

１
５
０
円
（
80
円
）

▽
高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円
（
50
円
）

▽
小
・
中
学
生　

50
円
（
30
円
）

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料
。
高
齢
者
（
市

内
の
65
歳
以
上
）・
障
が
い
者
は
半
額

３
月
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　　　

児
童
科
学
館

　

児
童
科
学
館

　

児
童
科
学
館

　
３
月
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ナ
イ
ト

日
程　

３
月
12
日
土
、
26
日
土

内
容　

表
の
と
お
り
（
す
べ
て
無
料
）

特
別
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

季
節
の
星
空
散
歩
「
春
の
星
空
」

日
時　

３
月
13
日
日
午
後
１
時
30
分
～

※
生
解
説
・
観
覧
無
料

映
像
利
用
学
習
会
「
子
供
の
躾し

つ
け

に
つ
い
て

～
保
護
者
と
し
て
の
心
構
え
～
」

日
時　

３
月
５
日
土
午
前
10
時
～
正
午

講
師　

椛か
ば
さ
わ沢
幸さ

な
え苗
氏
（
中
居
林
保
育
園
園
長
）

定
員　

１
０
０
人

科
学
館
K
I
D
S
工
房

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
星
座
早
見
盤
づ

く
り
、
科
学
工
作
、
科
学
実
験
を
体
験
で

き
ま
す
。

日
程
　
毎
週
土
日
祝

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

材
料
費　

１
０
０
円
程
度

（
体
験
内
容
に
よ
り
異
な
る
）

※
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

お
た
の
し
み
劇
場

日
時　

毎
週
日
、
午
前
10
時
～
11
時

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

３
月
の
投
影
番
組

　
「
春
に
輝
く
神
話
の
星
座
達
」

1
日
火
～
３
日
木
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

は
、
番
組
入
れ
替
え
の
た
め
休
み
ま
す
。

　
　

表

観
覧
料
（　

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
大
人
・
大
学
生　

２
５
０
円（
１
３
０
円
）

▽
高
校
生　

１
５
０
円
（
80
円
）

▽
３
歳
～
中
学
生　

50
円
（
30
円
）

※
土
日
祝
は
市
内
の
中
学
生
以
下
は
無
料

　　

縄
文

　

縄
文

　

縄
文

　

縄
文

　
企
画
展「
是
川
中
居
遺
跡
の
土
偶
」開
催
中

日
程　

５
月
８
日
日
ま
で

入
館
料　
（		

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
一
般　

２
０
０
円
（
１
０
０
円
）

▽
高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円
（
50
円
）

▽
小
・
中
学
生　

50
円
（
30
円
）

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料
。
高
齢
者
（
市

　

内
の
65
歳
以
上
）・
障
が
い
者
は
半
額

合
掌
土
偶
作
り
教
室

日
時　

３
月
12
日
土
午
前
９
時
30
分
～
正
午

定
員　

30
人
（
小
学
４
年
生
以
上
）

材
料
費　

２
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
古
タ
オ
ル

3 月 の

各施設の講座・イベントなど

ご注意ください！ 学･ 遊 ･ 館の各講座・教室・クラブなどは、事前申し込みが必要です。

プラネタリウム上映時間
時間 火〜金 土・日・祝

10:00

団 体
一 般

11:00

13:30

15:00 一 般

※途中入場はできません
ので、上映時間前にお
越しください。

※団体の回は一般の人は
入場できません。

で 45・8338
ふ 24・4531

3 月の休館日
⑭��
開館時間
9:00 ～ 17:00

美術館

で 45・8131
ふ 45・8132

3 月の休館日
①⑦⑭��
開館時間
8:30 ～ 17:00

児童
科学館

６
日
日
宮
沢
賢
治
ア
ニ
メ
シ
リ
ー
ズ 

猫
の
事
務
所

く
ま
の
お
い
し
ゃ
さ
ん

13
日
日
リ
ト
ル
モ
ン
ス
タ
ー

フ
レ
ン
ド
リ
ー
・
バ
ニ
ー
マ
イ
ロ 

ほ
か

20
日
日
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
～
ぼ
う
け
ん
編
～

に
ん
ぎ
ょ
ひ
め

27
日
日
名
作
童
話
大
全
集「
お
や
ゆ
び
ひ
め
」
ほ
か

お
お
き
な
か
ぶ

で 44・8111
ふ 24・4557

3 月の休館日
⑭��
開館時間
9:00 ～ 17:00

博物館

19
日
土
～
21
日
月
祝
第
22
回
虹
の
会
写
真
展

25
日
金
～
27
日
日

第
７
回
三
戸
シ
ャ
ッ
タ
ー
ク
ラ
ブ

写
真
展

3 月 12 日土 3 月 26 日土
楽しまナイト劇場

長くつしたのピッピ
17:30 〜

プロフェッショナル仕事の流儀
悔しさを、情熱に
バレエダンサー　岩

いわ た

田守
もりひろ

弘の仕事
16:30〜

夜のプラネタリウム

春に輝く神話の星座達
　　英語版　　17:00 〜
　　日本語版　18:00 〜

春に輝く神話の星座達　	　17:00〜

春の星空（生解説）　	　18:00〜

市民星空観望会

早春の星空（月・冬の大三角・オリオン大星雲）18:00 〜

で 96・1484
ふ 96・6361

3 月の休館日
⑭���
開館時間
9:00 ～ 17:00

縄文
学習館
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図
書
館

　

図
書
館

　

図
書
館

　

図
書
館

　
新
社
会
人
に
贈
る
本

新
社
会
人
や
新
し
い
生
活
を
始
め
る
人

の
た
め
の
本
を
展
示
・
貸
し
出
し
ま
す
。

日
程　

３
月
１
日
火
～
18
日
金

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
特
集

園
芸
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
関
す
る
本
を

展
示
・
貸
し
出
し
ま
す
。

日
程　

３
月
19
日
土
～
30
日
水

　　

図
書
情
報

　

図
書
情
報

　

図
書
情
報

　

図
書
情
報

　
休
館
の
お
知
ら
せ

２
月
28
日
月
～
３
月
３
日
木
は
、
特
別

図
書
整
理
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

D
ear W

om
an

～
笑
顔
で
頑
張
る
、
全
て
の
女
性
へ
～

女
性
が
元
気
に
頑
張
る
た
め
に
、
そ
し
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め
に
役
立
つ
図
書
や

雑
誌
、
D
V
D
を
展
示
・
貸
し
出
し
ま
す
。

※
期
間
中
、
展
示
資
料
の
入
れ
替
え
あ
り

日
程　

３
月
４
日
金
～
30
日
水

ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
２
０
１
０

　

～
昨
年
人
気
の
あ
の
本
・
こ
の
本
～

２
０
１
０
年
に
市
内
３
館
で
貸
出
回
数

ベ
ス
ト
10
と
な
っ
た
一
般
図
書
と
、
図
書

館
と
南
郷
図
書
館
か
ら
の
取
り
寄
せ
回
数

が
最
も
多
か
っ
た
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

日
程　

３
月
４
日
金
～
30
日
水

　　

南
郷
図
書

　

南
郷
図
書

　

南
郷
図
書

　

南
郷
図
書

　
わ
た
し
た
ち
に
会
い
に
来
て

新
着
図
書
と
し
て
受
入
れ
後
、
未
読
の

ま
ま
の
本
を
展
示
・
貸
し
出
し
ま
す
。

利
用
す
る
前
に
本
棚
へ
埋
も
れ
て
し
ま
っ

た
本
や
、
表
紙
だ
け
で
敬
遠
し
て
い
た
本
た

ち
と
も
う
一
度
出
会
い
ま
せ
ん
か
？

日
程　

３
月
１
日
火
～
30
日
水

ス
タ
ッ
フ
と
歩
く
南
郷
図
書
館
ツ
ア
ー

館
内
を
巡
り
な
が
ら
、
図
書
館
を
よ
り

快
適
に
利
用
す
る
た
め
の
解
説
や
本
探
し

に
関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

表
は
い
る

　　

マ
リ
エ
ン
ト

　

マ
リ
エ
ン
ト

　

マ
リ
エ
ン
ト

　

マ
リ
エ
ン
ト

　
３
月
の
企
画

◆
３
階
展
示
室

卒
業
お
め
で
と
う
展

市
内
の
小
学
校
を
卒
業
す
る
児
童
か
ら
マ

リ
エ
ン
ト
で
展
示
し
て
ほ
し
い
魚
、
生
物
を

募
集
し
ま
し
た
。
卒
業
を
祝
い
、
そ
の
中
か
ら

人
気
の
高
か
っ
た
種
類
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

日
程　

３
月
31
日
木
ま
で

サ
ケ
成
長
日
記　

開
催
中

日
程　

５
月
の
放
流
ま
で

マ
リ
ン
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る

お
魚
へ
の
餌
付
け
＆
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

日
時　

毎
週
日
正
午
～

場
所　

３
階
大
水
槽

「
体
験
で
き
ま
す
！
」
コ
ー
ナ
ー

▽
タ
ッ
チ
水
槽

　

魚
な
ど
、
海
の
生
物
に
触
る
事
が
で
き
ま
す
。

▽
ド
ク
タ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ「
ガ
ラ
・
ル
フ
ァ
」水
槽

古
く
な
っ
た
皮
膚
や
角
質
を
食
べ
て
く

れ
る
魚
の
水
槽
で
す
。

▽
デ
ン
キ
ウ
ナ
ギ
の
お
ひ
な
さ
ま
ツ
リ
ー
点
灯

日
時　

毎
週
日　

①
午
前
10
時
～

　
　
　

②
午
後
１
時
～
③
午
後
３
時
～

　

※
平
日
は
随
時
実
施

▽
深
海
水
圧
実
験

日
時　

毎
週
日　

①
午
前
11
時
～

　
　
　
　
　
　
　

②
午
後
２
時
～

▽
お
さ
か
な
餌
や
り
体
験
（
随
時
実
施
）

今
月
の
し
お
り
コ
ー
ナ
ー

３
月
は
「
ひ
な
ま
つ
り
」
で
す
。

入
館
料　
（　

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
一
般
・
大
学
生　

３
０
０
円
（
１
５
０
円
）

▽
高
校
生　

２
０
０
円
（
１
０
０
円
）

▽
小
・
中
学
生　

１
０
０
円
（
50
円
）

※
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）・
障
が
い
者
は
半
額

※
館
内
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
車
い
す
対
応
ト

イ
レ
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
設
備
あ
り

※
入
館
料
は
３
階
の
み

◆
４
階
展
示
ス
ペ
ー
ス

海
か
ら
の
贈
り
物
「
シ
ー
ガ
ラ
ス
の
灯
り
展
」

磯い
そ
じ
ま嶋

裕ひ

ろ

み美
（
ヴ
ェ
レ
・
ラ
・
メ
ー
ル
）

日
程　

３
月
６
日
日
～
31
日
木

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　　

南
郷
歴
史

　

南
郷
歴
史

　

南
郷
歴
史

　

南
郷
歴
史

　
企
画
展
「
ホ
ー
ロ
ー
看
板
」
開
催
中

　

懐
か
し
の
ホ
ー
ロ
ー
看
板
を
紹
介
し
ま
す
。

日
程　

３
月
27
日
日
ま
で

入
館
料　
（		

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
一
般　

１
５
０
円
（
１
０
０
円
）

▽
高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円
（
50
円
）

▽
小
・
中
学
生　

50
円
（
30
円
）

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料
。
高
齢
者
（
市

　

内
の
65
歳
以
上
）・
障
が
い
者
は
半
額

で 70・2600
ふ 70・2601

3 月の休館日
①～③��
開館時間
10:00 ～ 20:00
土日祝～ 18:00

図書情報
センター

で 60・8100
ふ 60・8130

3 月の休館日
��
開館時間
9:00 ～ 19:00
土日祝～ 17:00

南郷図書館一
般
の
部

中
学
生
の
部

小
学
校

高
学
年
の
部

小
学
校

低
学
年
の
部

３
月
21
日
月
祝

午
後
２
時
～
３
時

３
月
21
日
月
祝

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

３
月
20
日
日

午
後
２
時
～
３
時

３
月
20
日
日

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

日
時

で 33・7800
ふ 33・7801

3 月の休館日
なし
開館時間
9:00 ～ 17:00

水産
科学館
マリエント

で 83・2443
ふ 83・2443

3 月の休館日
⑭��
開館時間
9:00 ～ 17:00

南郷
歴史民俗
資料館

４
階
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
「
千
陽
」

　
　

で
33
・
７
８
２
８

▽
昼
の
部　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時

▽
夜
の
部　

予
約
の
み
と
な
り
ま
す

▽
日
祝　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
５
時

※
月
曜
定
休
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

で 22・0266
ふ 71・1312

3 月の休館日
��
開館時間
9:00 ～ 19:00
土日祝～ 17:00

図書館
3 月の はちのへ学 ･ 遊 ･ 館
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山
の
楽
校

　

山
の
楽
校

　

山
の
楽
校

　

山
の
楽
校

　
山
の
楽
校
３
月
の
イ
ベ
ン
ト

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

南
郷
区
焼
き
畑
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

南
部
地
方
の
焼
き
畑
の
復
活
の
報
告
と

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
焼
き
畑
で
栽
培
し

た
蕎
麦
の
昼
食
（
有
料
）
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

３
月
６
日
日
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　

山
の
楽
校

テ
ー
マ　

焼
き
畑
は
世
界
を
救
う

基
調
講
演
講
師　

佐さ
と
う藤
洋よ

う
い
ち
ろ
う

一
郎
氏

（
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
教
授
）

定
員　

１
０
０
人

　　

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル

　
春
休
み
親
子
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
教
室

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
牛
乳
パ
ッ
ク
で
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
型
の
円
盤
を
飛
ば
す
お
も

ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。

日
時　

３
月
26
日
土

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

定
員　

親
子
５
組
（
小
学
生
以
上
）

持
ち
物　

５
０
０
㎖
の
丸
型
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
１
ℓ
の
牛
乳
パ
ッ
ク
、
定
規
、
コ

ン
パ
ス
、
筆
記
用
具

申
込
期
間　

２
月
24
日
木
～
３
月
25
日
金

エ
コ
布
ぞ
う
り
作
り
教
室
（
３
月
）

着
な
く
な
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
布
ぞ
う
り

を
作
り
ま
す
。

日
程　

３
月
12
日
土
、
13
日
日
、
19
日
土
、

20
日
日
、
21
日
月
祝
、
27
日
日

時
間　

	

午
前
９
時
～
正
午

定
員　

	

各
回
６
人

持
ち
物　

着
な
く
な
っ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
４
枚

（
な
る
べ
く
大
き
い
も
の
）、
洗
濯
ば
さ

み
２
個
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
切
る
は
さ
み
、

30
㎝
定
規

申
込
期
間　

２
月
24
日
木
～
各
開
催
日
の

前
日

　　

は
っ
ち

　

は
っ
ち

　

は
っ
ち

　

は
っ
ち

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

２
階
・
３
階
・
４
階
に
あ
る
リ
ビ
ン
グ

は
、
各
階
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
リ
ビ
ン
グ
で
本
に
ま
つ
わ
る
ト
ー
ク

や
読
み
聞
か
せ
を
実
施
し
ま
す
。

日
程　

３
月
12
日
土
～
３
月
13
日
日

時
間　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

八
戸
レ
ビ
ュ
ウ

市
民
が
八
戸
に
生
き
る
人
々
を
取
材
し

て
書
き
上
げ
た
88
組
の
物
語
を
も
と
に
、

新
進
気
鋭
の
写
真
家
梅う

め

佳か

よ代
氏
、
浅あ

さ
だ田

政ま
さ
し志
氏
、
津つ

と
う藤
秀ひ

で
お雄
氏
が
撮
影
し
た
市
民

の
肖
像
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

日
程　

２
月
26
日
土
～
３
月
16
日
水

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

※
２
月
26
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
３
月
16
日

は
午
後
５
時
ま
で

北
の
コ
ナ
モ
ン
ぷ
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
は
っ
ち

八
戸
せ
ん
べ
い
汁
を
代
表
と
す
る
、
南
部

地
方
か
ら
岩
手
県
北
地
方
に
か
け
て
受
け
継

が
れ
て
い
る
粉
食
文
化
を
味
わ
え
ま
す
。

日
程　

３
月
５
日
土
～
３
月
６
日
日

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

カ
コ
ー
ズ
・
ト
ロ
ー
ズ
・
ツ
ア
ー
ズ作品

展

ま
ち
な
か
に
か
く
れ
た
誰
に
も
教
え
た

く
な
い
自
分
だ
け
の
風
景
を
絵
画
や
写
真

に
す
る
「
カ
コ
ー
ズ
・
ト
ロ
ー
ズ
・
ツ
ア
ー

ズ
」（
昨
年
10
月
開
催
）
の
参
加
者
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

日
程　

３
月
18
日
金
～
３
月
31
日
木

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

は
っ
ち
ラ
イ
フ
カ
フ
ェ

「
ワ
ン
ダ
フ
ル
エ
イ
ジ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

多
世
代
の
人
が
も
っ
と
イ
キ
イ
キ
輝
く

た
め
の
月
1
回
の
定
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

第
1
回
目
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

や
オ
カ
リ
ナ
演
奏
を
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
19
日
土
午
後
１
時
30
分
～
３
時

和
日
カ
フ
ェ

日
本
文
化
の
良
さ
を
見
直
し
、
も
っ
と

身
近
な
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
月
1
回
の

定
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

第
1
回
目
は
、
神
楽
や
踊
り
な
ど
の
伝

統
芸
能
鑑
賞
の
ほ
か
、
お
茶
席
、
書
道
を

愉
し
む
な
ど
多
彩
な
内
容
で
す
。

日
時　

３
月
20
日
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時

洋
舞
踊
公
演

市
内
の
洋
舞
７
団
体
に
よ
る
豪
華
共
演

で
す
。

日
時　

３
月
27
日
日
午
後
１
時
～
３
時
30
分

　　

是
川
縄
文
館

　

是
川
縄
文
館

　

是
川
縄
文
館

　

是
川
縄
文
館

　
是
川
縄
文
館
開
館
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

講
演
会
「
是
川
縄
文
の
森
」

７
月
の
開
館
に
向
け
た
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
常
設
展
示
室
で
紹
介
す
る
予
定

の
「
是
川
中
居
遺
跡
の
縄
文
時
代
の
森
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
12
日
土
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　

是
川
縄
文
館
（
是
川
字
横
山
１
）

講
演　

鈴す
ず
き木
三み

つ
お男
氏

（
東
北
大
学
大
学
院
教
授
）

定
員　

１
０
０
人
（
要
申
し
込
み
）

※
是
川
縄
文
館
の
駐
車
場
は
工
事
中
の
た
め
、

縄
文
学
習
館
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

で 70・2396
ふ 23・5396

3 月の休館日
なし
開館時間
9:00 ～ 17:00

リサイクル
プラザ

ご注意ください！ 学･ 遊 ･ 館の各講座・教室・クラブなどは、事前申し込みが必要です。

で 82・2222
ふ 82・2222

3 月の休館日
⑦⑭��
開館時間
8:30 ～ 16:30

山の楽校講
　
座

実
施
日
時

受
講
料

黒
豆
味み

そ噌
の

楽
校

27
日
日

午
前
９
時
～
正
午
６
０
０
０
円

玄
米
こ
う
じ

味
噌
の
楽
校
27
日
日

午
前
９
時
～
正
午
６
０
０
０
円

で 22・8228
ふ 22・8808

3 月の休館日
なし
開館時間
9:00 ～ 21:00

はっち

で 38・9511
ふ 96・5392

7 月 10 日日
開館予定

是川縄文館
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■
産
業
・
雇
用

上
條　

八
戸
は
漁
業
の
街
。
水
産
業
が
活
発
化

す
れ
ば
街
全
体
も
活
気
が
出
て
く
る
と
思
う
。

西
村　

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
看
護
師

に
な
り
た
い
。

高
田　

若
者
目
線
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
た

八
戸
の
活
性
化
を
望
ん
で
い
る
。

松
尾　

も
っ
と
求
人
が
多
く
な
る
よ
う
企
業
誘

致
な
ど
雇
用
に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。

荘
田　

看
護
師
免
許
を
取
得
し
、
市
の
医
療
に

貢
献
し
た
い
。
産
業
も
活
発
に
な
っ
て
全
国
的

に
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

山
本　

八
戸
で
雇
用
を
増
や
し
て
市
外
に
若

者
が
流
出
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
。

笹
田　

大
学
で
演
劇
な
ど
舞
台
の
勉
強
を
し

て
い
る
が
、
仕
事
と
し
て
は
大
変
な
面
も
あ
る

の
で
、
夢
と
現
実
を
見
極
め
て
将
来
を
考
え
て

い
き
た
い
。

坂
野　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
市
庁
の
観
光
課

で
仕
事
を
し
て
み
て
、
八
戸
の
良
さ
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
八
戸
の
こ
と
を
も
っ
と
学
ん
で

誇
り
を
持
ち
た
い
。
他
の
人
に
も
八
戸
の
こ
と

を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
。
将
来
は
八
戸
の
ま

ち
づ
く
り
に
携
わ
る
仕
事
を
し
た
い
。

新成人代表者と市長との懇談会

新
成
人
代
表
者
と

　
　

市
長
と
の
懇
談
会
出
席
者

【
新
成
人
代
表
者
】

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

梅う
め
な
い内

志ゆ

き

の乃

大お
お
や
ま山
真ま

さ
ず
み純

上か
み
じ
ょ
う條
拓た

く
や哉

河か

わ

ら

ぎ

原
木
美よ

し
こ子

木き
む
ら村
和か

ず
の
り徳

坂さ
か
の野
仁ひ

と
し志

笹さ
さ
だ田

真ま

み珠

荘し
ょ
う
だ田

恵め
ぐ
み

髙た
か
だ田

浩こ
う
へ
い平

十と
お
か
い
ち

日
市
勇ゆ

う
き希

西に
し
む
ら村
優ゆ

う
り里

早は
や
か
り狩
淳じ

ゅ
ん
ぺ
い平

古ふ
る
か
わ川

華は
な
こ子

松ま
つ
お尾

礼れ
い

横よ
こ
は
ま濱

睦む
つ
み

山や
ま
も
と本
温あ

つ
し

【
八
戸
市
】

小こ
ば
や
し林
眞ま

こ
と

市
長

松ま
つ
や
ま
た
か
と
よ

山
隆
豊
教
育
長

【
司　

会
】

河か

わ

ら

ぎ

原
木
琢た

く
や也

㈳
八
戸
青
年
会
議
所 

理
事
長
（
当
時
）

 新成人代表者と市長との懇談会

八戸の現在・未来を語る
問 社会教育課 で 43・9154 ふ 47・4997

　今年、八戸市では 2,190人が新成人となりました。
成人式に先立ち、昨年11月に、新成人代表者16人が
小林市長と八戸のまちづくりについて懇談しました。

1,910 人が出席した八戸市成人式（1月 9 日 八戸市体育館にて）
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市
長　

天
然
ガ
ス
の
基
地
建
設
と
い
う
明
る
い

話
題
が
あ
り
、
地
元
で
の
若
者
の
雇
用
拡
大
に

つ
な
げ
た
い
。

■
子
育
て

荘
田　

結
婚
し
て
も
看
護
の
仕
事
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
保
育
や
待
機
児
童
対
策
な
ど
進
め

て
ほ
し
い
。

古
川　

少
子
化
対
策
の
た
め
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
な
大
人
の
サ
ポ
ー

ト
や
、
子
ど
も
が
安
全
に
遊
べ
る
場
所
を
整
備

し
て
ほ
し
い
。

市
長　

子
育
て
に
つ
い
て
八
戸
市
の
待
機
児

童
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
あ
る
。
結
婚
し
て
も
働
き

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
大
事
だ
と
考
え

て
い
る
。

■
食
・
文
化
・
観
光
・
交
通

河
原
木　

現
在
東
京
に
住
ん
で
い
て
、
最
寄
り

駅
で
せ
ん
べ
い
汁
や
三
社
大
祭
な
ど
が
Ｐ
Ｒ
さ

れ
て
い
る
の
で
、
徐
々
に
全
国
に
知
ら
れ
て
き

て
い
る
と
思
う
。

古
川　

新
幹
線
の
新
青
森
駅
延
伸
で
、
八
戸

に
降
り
る
お
客
さ
ん
が
減
る
不
安
が
あ
る
の
で
、

も
っ
と
八
戸
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
小

型
バ
ス
を
広
範
囲
で
運
行
し
て
は
ど
う
か
と
考

え
て
い
る
。

大
山　

陸
奥
湊
に
住
ん
で
い
る
が
、
朝
市
で
は

以
前
よ
り
人
通
り
が
減
っ
た
。

早
狩　

櫛
引
八
幡
宮
な
ど
観
光
施
設
が
あ
る

の
で
、
市
内
の
交
通
の
便
を
改
善
す
る
な
ど
観

光
に
力
を
入
れ
て
、
八
戸
駅
が
新
幹
線
の
途
中

駅
で
も
八
戸
に
降
り
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ

ば
い
い
。

笹
田　

八
戸
駅
な
ど
で
、
八
戸
の
全
部
が
分
か

る
よ
う
な
地
図
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
置
い

て
み
て
は
ど
う
か
。
若
い
人
に
八
戸
を
知
っ
て

も
ら
う
工
夫
が
必
要
。

十
日
市　

テ
レ
ビ
で
は
、「
青
森
ね
ぶ
た
」
や

「
五
所
川
原
立た

ち

佞ね

ぷ

た
武
多
」
が
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
。
八
戸
三
社
大
祭
は
全
国
に
誇
れ
る
も
の

な
の
で
、
三
社
大
祭
Ｐ
Ｒ
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

採
用
す
る
な
ど
も
っ
と
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど

う
か
。

横
濱　
「
新
む
つ
旅
館
」
に
行
っ
て
み
て
と
て

も
良
か
っ
た
。
八
戸
の
見
ど
こ
ろ
は
い
っ
ぱ
い

あ
る
が
、
交
通
手
段
の
問
題
が
あ
る
。
朝
市
に

行
き
た
い
と
思
う
が
、
遠
い
と
感
じ
る
の
で
も

う
少
し
行
き
や
す
く
な
れ
ば
い
い
。

山
本　

八
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
い
い
も
の
を
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

西
村　

も
っ
と
お
祭
り
や
観
光
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
ほ
し
い
。

木
村　

ア
ル
バ
イ
ト
先
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
、
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
方
々
か
ら
八
食
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
場
所
を
聞
か
れ
る
の
で
、
道
路

標
識
の
整
備
な
ど
、
も
っ
と
観
光
施
設
が
分
か

り
や
す
く
な
る
対
策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

梅
内　

初
め
て
朝
市
に
行
っ
て
み
て
、
そ
の
活

気
に
感
動
し
た
。
も
う
少
し
交
通
ア
ク
セ
ス
を

改
善
す
れ
ば
朝
市
に
も
行
き
や
す
い
。

市
長　

観
光
に
つ
い
て
は
ま
ち
づ
く
り
の
大
き

な
柱
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
。
青
森
県
に
対

す
る
認
知
度
で
ね
ぶ
た
と
大
き
な
開
き
が
あ
る

が
、
三
社
大
祭
は
基
本
的
に
自
分
た
ち
の
祭
り

で
神
事
で
あ
り
、
従
来
は
見
せ
る
祭
り
で
は
な

か
っ
た
。
近
年
は
各
地
で
Ｐ
Ｒ
に
努
力
し
て
い

る
。
現
在
は
、
種
差
海
岸
の
国
立
公
園
に
編
入

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
の
で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

見
て
ほ
し
い
。

　

バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
の
大
小
よ
り

人
件
費
に
左
右
さ
れ
る
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

い
て
市
内
で
定
期
観
光
バ
ス
が
運
行
で
き
な
い

か
と
感
じ
た
。

■
中
心
街

木
村　

小
さ
い
頃
、
中
心
街
は
人
通
り
が
多
く

て
活
気
が
あ
っ
た
。
若
者
に
人
気
が
あ
る
店
を

増
や
し
て
い
け
ば
い
い
と
思
う
。
中
心
街
の
駐

車
料
金
を
考
え
て
ほ
し
い
。

梅
内　

郊
外
出
店
で
中
心
街
が
寂
し
く
な
っ
た
。

横
濱　

現
状
の
ま
ま
で
は
、
八
戸
で
は
な
く
仙

台
や
盛
岡
に
若
者
が
買
い
物
に
行
っ
て
し
ま
う
。

上
條　

中
心
街
に
い
っ
て
も
若
者
が
遊
ぶ
と

こ
ろ
が
少
な
い
。
早
く
店
が
閉
ま
っ
て
し
ま
う

の
で
、
夜
遅
く
ま
で
遊
べ
る
と
こ
ろ
が
ほ
し
い
。

都
市
型
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
の
誘
致
を
進
め
て

は
ど
う
か
。

高
田　

八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
建
設

さ
れ
る
が
、
施
設
に
つ
い
て
よ
く
分
か
ら
な
い

の
で
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

新成人代表者と市長との懇談会
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市
長　

中
心
街
に
活
気
が
な
く
な
っ
た
の
は
、

郊
外
出
店
で
商
業
施
設
が
分
散
し
た
こ
と
、
ま

た
、
人
口
減
、
特
に
若
い
人
が
減
っ
た
こ
と
な

ど
が
大
き
な
要
因
と
考
え
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド

店
誘
致
な
ど
の
意
見
も
あ
る
が
、
全
国
で
パ
イ

の
奪
い
合
い
で
失
敗
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

市
営
住
宅
の
建
設
な
ど
、
中
心
街
に
人
が
住
め

る
対
策
も
進
め
て
い
る
。八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
「
は
っ
ち
」
に
つ
い
て
は
、
当
初
「
山

車
会
館
」
の
構
想
が
あ
っ
た
も
の
の
、
現
在
の

用
途
に
方
針
転
換
し
て
進
め
て
き
た
。
八
戸
を

知
っ
て
も
ら
う
入
口
・
ポ
ー
タ
ル
と
し
て
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
事
業
を
行
な
っ

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。
都
市

型
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
誘
致
は
研
究
し
て
み
た
い
。

■
都
市
環
境

荘
田　

八
戸
は
空
気
が
お
い
し
く
て
住
み
や
す

い
街
だ
と
思
う
。

横
濱　

館
鼻
公
園
な
ど
景
色
の
い
い
場
所
が
あ

る
の
で
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

早
狩　

い
い
施
設
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
有
効

活
用
し
て
ほ
し
い
。

松
尾　

沼
館
地
区
は
買
い
物
に
は
便
利
に
な
っ

た
。
ま
た
、
市
勢
要
覧
や
市
紹
介
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

見
る
と
、
あ
ら
た
め
て
何
で
も
そ
ろ
っ
て
い
る

街
だ
と
感
じ
る
。

笹
田　

八
戸
に
は
地
域
の
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
あ
る
。
若
者
だ
け
で
な
く
お
年
寄
り
も
住

み
や
す
い
街
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

梅
内　

八
戸
に
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
、
そ

の
時
期
ご
と
の
情
報
を
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ほ
か
、

メ
ル
マ
ガ
を
も
っ
と
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

荘
田　

都
会
に
な
い
自
然
の
景
色
が
あ
り
、
八

戸
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

坂
野　

自
分
た
ち
は
八
戸
の
こ
と
に
つ
い
て
、

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
八
戸
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
自
分
た
ち
若
者

が
動
か
な
い
と
い
け
な
い
。
ク
チ
コ
ミ
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
や
、「
は
ち
の
へ
検
定
」
な
ど
を
通
し
て

市
民
に
八
戸
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

大
山　

八
戸
に
は
良
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
工
夫
が
必
要
で
は

な
い
か
。

河
原
木　

八
戸
が
日
本
一
の
街
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
街
に
対
す
る
愛
情
が
な
け
れ
ば
、
ま
ち
づ

く
り
が
で
き
な
い
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
を
活
用

し
て
八
戸
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

八
戸
は
、
半
世
紀
前
に
比
べ
た
ら
ず
っ

と
良
く
な
っ
た
。
今
は
立
派
な
港
湾
が
あ
る
場

所
は
全
部
砂
浜
だ
っ
た
。
短
期
間
で
こ
ん
な
に

発
展
し
た
街
は
な
い
と
思
う
。
全
国
各
地
を
見

て
き
た
が
、
八
戸
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の

が
そ
ろ
っ
て
い
る
街
は
全
国
に
そ
う
な
い
。
現

在
、
県
立
施
設
が
八
戸
市
に
な
い
の
で
、
誘
致

に
努
力
し
て
い
る
。
一
方
で
、
八
戸
高
専
の
誘

致
、
鉄
道
・
新
幹
線
、
高
速
道
路
の
建
設
・
整

備
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
先
人
の
努
力
も
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。
Ｐ
Ｒ
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
と
い
う
意
見
な
の
で
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
に

努
め
た
い
。

■
司
会
か
ら
一
言

　

八
戸
の
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。
ユ
ー
ス
ト
リ
ー

ム
で
八
戸
花
火
大
会
を
放
映
し
た
が
、
ド
イ
ツ

や
九
州
の
方
も
見
て
い
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
三
つ
の
条
件
は
「
若

者
」、「
馬
鹿
者
」、「
よ
そ
者
」
と
い
わ
れ
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
熱
意
、
情
熱
が
大
事
で

あ
り
、
皆
さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。

■
市
長
・
教
育
長
か
ら新成

人
へ
の
エ
ー
ル

市
長　

本
日
の
懇
談
会
は
非
常
に
有
意
義
な

も
の
だ
っ
た
。
新
成
人
で
あ
る
皆
さ
ん
に
は
、

こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。
意
見
も
言

い
放
し
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
関
わ
っ

て
、
顔
が
見
え
る
形
で
提
案
し
て
ほ
し
い
。

教
育
長　

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
。
す
ぐ
効

果
は
出
な
い
が
、
10
年
、
20
年
た
っ
て
か
ら
生

き
て
く
る
。
将
来
は
八
戸
の
た
め
に
な
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
を
高
め
る
教
育
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
子
ど
も
の
郷
土
芸
能
へ
の
参
加
促
進

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
に
は
ま
だ
ま
だ

学
ぶ
こ
と
を
続
け
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
考

え
て
生
活
し
て
ほ
し
い
。

新成人代表者と市長との懇談会
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まちなか情報！
問 まちづくり文化推進室 で 43・9426 ふ 41・2302

まち歩き推進事業
「はちのへ雛めぐり」

日　程　３月１日火～ 13 日日
　　　　（南部会館のみ２月 17 日より展示）
会　場　更上閣、八戸ポータルミュージアム「はっち」、

南部会館、そのほか中心市街地各所
※詳しくは、ちらしまたは市ホームページをご覧ください。
ちらし　更上閣、八戸ポー

タルミュージアム「はっ
ち」、まちの駅はちのへ、
参加店舗、まちづくり文
化推進室などで配布。市
ホームページからダウン
ロード可

　例年、登録有形文化財「更上閣」で開催されている雛
人形展（三八五交通㈱）に加えて、今年は「はっち」や

「南部会館」のほか、中心市街地の店舗などを会場として、
「はちのへ雛めぐり」を開催します。
　期間中は、世代を超えて愛されてきた江戸・明治期の
時代雛から、華やかな現代のものまで、約５００体が段
飾りで展示されます。
　また、まちなかの店舗でも、日本各地の土人形や郷土
雛などが飾られるほか、特
別メニューもご用意してい
ます。
　皆さんも、まちなかの雛
飾りを巡りながら、早春の
まち歩きをぜひお楽しみく
ださい。

中心市街地活性化
市民ワークショップ実施中

　中心市街地活性化市民ワークショップでは、まちを元
気にするために、「まちに仕掛ける」をテーマに 14 の
プロジェクトを展開しています。
※写真は活動の一例です。ワークショップの活動の詳細
は、市ホームページをご覧ください。

本八戸駅通りライトアップ
キャンペーン
手作りのイルミネーション
が本八戸駅通りのお店に

ホコテンに仕掛ける
プロジェクト
はちのへホコテンでフリー
マーケット開催

昭和のストリート遊び
復活プロジェクト
路地や空き地での遊びを
再現

まちなかキャンパス
ことばの交流や学校間の
交流など、多様な交流の
場をまちなかに提供

ポケットサイズの
バス路線マップ

「のへのバスマ」

飲んだ後はバスで帰ろう！
「中心街発終バス時刻表」

行き先別 6種類のバスマップ
と中心街発最終バス時刻表を
作成。中心市街地の飲食店な
どで配布

Lighting Symphony はちのへ冬
ふ ゆ あ か

灯り
イルミネーションは終了しました

昨年 12 月 1日から点灯していた、市
庁前ロータリーのヒマラヤ杉とぼんぼり 
ツリーハウスのイルミネーションは、 
2 月 20 日をもって終了しました。

多くの皆さんのご支援をいただき 
ありがとうございました。

中心市街地活性化市民ワークショップ
の報告会を開催します

日時　2 月 26 日土　13:00 ～ 16:30
場所　八戸ポータルミュージアム
　　　はっちひろば（1 階）
アドバイザー　北

き た は ら

原　啓
け い じ

司氏
（弘前大学教育学部教授）
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問 防犯交通安全課
　 で 43・9218
　	ふ 45・0099

安全で安心なまちづくりを目指して…

　22 年に市内で発生した交通事故による死者は７人で、そのうち６人
が高齢者でした。高齢者が巻き込まれる交通事故は、
　○８割が高齢歩行者の自宅近くでの事故
　○８割が歩行者から見て左から来た車による横断中の事故
　○８割が女性歩行者が犠牲の事故
という特徴があります。また、道路を横断中に車とぶつかる事故が多
発しているのも、高齢者の事故の大きな特徴です。

　■高齢者の交通事故の特徴

　■交通事故を防止するために
■運転者へお願い
○右からの横断者に、特に注意しましょう
○横断歩道に歩行者がいたら、横断させて
あげましょう
○横断歩道を通過する前に、横断者がいな
いか確認しましょう

■歩行者へお願い【事故に遭わないために】
○外出時は、明るい服装で反射材を身につけましょう
○道路を横断するときは、横断歩道を渡りましょう
○右・左を見て横断し、道路中央付近で、もう一度左を見ましょう

問 八戸ポータルミュージアム開設準備室 で 22・8228 ふ 22・8808

http://hacchi.jp
第 12 回：ものづくりスタジオは短期間の入居も可能です！

まちなか再生！ は ちっ

　はっちの２階、３階、４階には、11の「ものづくりスタジオ」が “屋
台” のように点在していて、10 組の作家が入居しています。
　ものづくりスタジオは、八戸のものづくりの伝承と新たな価値の
創造がテーマのアトリエ兼ショップで、長い伝統に培われてきた工
芸から、新進気鋭のアートまで、来館者が食やクラフトの作家の仕
事を実際に見ながら買い物を楽しむことができるスペースです。
　ものづくりスタジオの入居は、原則として、半年更新で最長 3
年間としていますが、もう少し短い期間でチャレンジしてみたいと
いう人のためのスペースが一つ設けられています。
　ものづくりに興味がある皆さん、まずは短期間入居してチャレンジ
してみませんか。短期間の入居の申し込みは随時受け付けています。

交通安全トピックス

交通安全ボランティアも
頑張っています

　冬の交通安全県民運動最終日の
12 月 20 日、年末年始の無事故を
願い、交通安全ボランティアが市
内の飲食店を訪問し、飲酒運転根
絶と安全運転を呼びかけました。

高齢者を
交通事故から
守ろう

交通安全キャラクター
まもるくん

ものづくりスタジオの概要
場所・面積　４階・12 ㎡（約 3.7 坪）
設　　備　ディスプレイ用什

じゅうき

器
　　　　　（商品展示棚）
電気容量　15A 相当
入居期間　１～２週間（最長 1 か月程度）
基本使用料　おおむね 1 日 500 円程度
売上歩合使用料　あり
※駐車場はありません。

施
設
の
貸
出
予
約
も

随
時
受
付
中
。

詳
し
く
は
、
は
っ
ち

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
ね
。

ものづくりスタジオのようす。商品棚が
備え付けてあります。

ものづくりスタジオの前は椅子とテーブ
ルがあり、多くの人が集います。


